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令
和
３
年
度

　
三
春
町
の
当
初
予
算

　

今
年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

◆ 

基
本
目
標

　

わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
の
効
果
も
相

ま
っ
て
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
他
方
、
経
済
の
水
準
は
コ
ロ
ナ
前
を
下
回
っ

た
状
態
に
と
ど
ま
り
、
経
済
の
回
復
は
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
個
人
や
事
業
収
入
等

が
減
少
し
、
令
和
３
年
度
の
町
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
町
税
収
入
は
大
幅
な
減
額
が
見
込
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
依
然
と
し
て
一
般
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
等
の
比
率
は
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
に
向
け
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
事
業
の
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
効
果
を
十
分
に

検
証
し
、
継
続
あ
り
き
で
は
な
く
積
極
的
に
見
直
す
こ
と
、
町
民
の
声
を
施
策
に
適
切
に
反

映
す
る
こ
と
と
し
、
真
に
必
要
と
す
る
内
容
を
精
査
し
た
う
え
で
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、

健
全
財
政
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
役
場
新
庁
舎
へ
の
移
転
後
の
現
庁
舎
解
体
に
関
す
る
経
費
、
移
住
定
住
・
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
関
す
る
経
費
、
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
環
境
の
充

実
に
関
す
る
経
費
、
さ
ら
に
は
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
社
会
保
障
費
や
感
染

症
対
策
な
ど
に
財
源
を
重
点
的
に
配
分
し
、
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
や
議
会
、
各
種
団
体
等
か
ら
の
ご
意
見
を
聴
く
と
と

も
に
、
課
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
協
力
体
制
を
整
え
、
組
織
横
断
的
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

施
策
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
町
民
が
自
立
的
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

「
夢
」
や
「
将
来
へ
の
希
望
」
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
第
７
次
三
春
町
長
期
計
画
に

掲
げ
る
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
未
来
に
輝
く
元
気
な
ま
ち

三
春
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

１
３
９
億
６
、３
５
１
万
円
と
な
り
、
令
和

２
年
度
と
比
較
す
る
と
３
億
６
、６
１
７
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

２
・
６
％
の
減

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

77
億
２
８
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

２
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
３
、７
３
０
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

１
・
８
％
減

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
、多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

78億4,014万円
18億4,160万円
1億8,968万円
17億8,937万円

9,220万円
8億3,849万円
1億6,597万円
5億9,126万円
8億1,986万円
1億6,110万円

143億2,967万円

  ▲1.8％
▲7.8％
　1.3％
2.0％
▲3.7％
▲16.9％
　13.9％
3.1％
0.7％

▲15.7％
▲2.6％

一　般　会　計
会　計　名 令和3年度 令和2年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

77億 284万円
16億9,767万円
1億9,216万円
18億2,477万円

8,874万円
6億9,669万円
1億8,910万円
6億 983万円
8億2,588万円
1億3,582万円

139億6,351万円

0
10
20
30
40
50
60
70
80

3年度平成29年度 平成30年度 ２年度元年度

億円 78億4,014万円 77億284万円

68億5,594万円 70億3,627万円

79億8,238万円

三春町の当初予算

※ 

各
会
計
の
合
計
と
総
計
が
一
致
し
て
い
な
い

　
の
は
、
端
数
整
理
に
よ
る
も
の
で
す
。
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自主財源
27億73万円
（35.1％）

町税
17億1,976万円
（22.3％）

繰入金
5億5,459万円
（7.2％）

分担金及び負担金
3,034万円
（0.4％）

使用料及び手数料
1億500万円
（1.4％）

寄附金
301万円（0.0％）

財産収入
5,260万円（0.7％）

繰越金
6,000万円
（0.8％）

諸収入
1億7,545万円
（2.3％）

地方交付税
25億2,220万円
（32.7％）

依存財源
50億210万円
（64.9％）地方譲与税

1億535万円
（1.4％）

国庫支出金
6億9,088万円6億9,088万円6億9,088万円6億9,088万円
（9.0％）

県支出金県支出金県支出金県支出金
5億4,497万円5億4,497万円5億4,497万円
（7.1％）（7.1％）（7.1％）（7.1％）（7.1％）

町債
7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円7億970万円
（9.2％）

環境性能割交付金
550万円（0.1％）
地方特例交付金
1,670万円（0.2％）
交通安全対策特別交付金
160万円（0.0％）

地方消費税交付金
3億7,190万円
（4.8％）

法人事業税交付金
2,410万円
（0.3％）

利子割交付金
120万円（0.0％）
配当割交付金
570万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金
230万円（0.0％）

一般会計当初予算（歳入）

一般会計
歳入総額
77億284万円
（100.0％）

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。

◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
末
の
借
入
金
残
高
の
う
ち
、
建
設
事
業
債
の
残
高
は
62
億
１
、３
３
６
万
円
、

財
源
対
策
債
の
残
高
は
19
億
２
、２
３
２
万
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に

つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
端
数
に
お
い
て
合
計
と
合
致
し
な
い
も
の
が
あ

　
　

り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
て
、
町
の
場
合
は
町
債
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
使
う
お
金
は
、

そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や
地
方
交
付
税
）

で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
「
会
計
年
度

独
立
の
原
則
」
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
だ

け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設
の
建
設
な

ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
費
を
そ
の

年
度
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る

よ
り
も
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

将
来
の
住
民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少

し
ず
つ
負
担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ
る「
起

債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
年
度
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
返
済

金
の
一
部
が
後
年
度
に
地
方
交
付
税
で
返
っ
て
く

る
よ
う
な
も
の
を
中
心
と
し
て
慎
重
な
借
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。 

一般会計にみる
町民ひとり当たりの金額
★ 使われるお金

445,740円
★ 負担する町税

 99,517円
※ 人口 17,281 人で算出
（令和 3年４月１日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や光熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費

自主財源
依存財源

歳入

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

　

借
入
金
残
高
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
14
年
度

末
１
３
５
億
７
、５
５
７
万
円
か
ら
、
定
期
償

還
・
繰
上
償
還
、
お
よ
び
新
規
起
債
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
役
場
庁
舎
建
設

や
災
害
復
旧
事
業
費
等
に
対
す
る
借
入
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
末
に
は
80
億
５
、２
６
４
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

※ 数値は、四捨五入しているので、端数において、合計とは合致しないものがあります。

町
債
と
は

　

令
和
３
年
度
に
は
、
役
場
現
庁
舎
解
体
工
事

の
庁
舎
整
備
債
や
道
路
整
備
債
、
公
営
住
宅
事

業
債
等
に
係
る
借
入
れ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

年
度
末
残
高
81
億
３
、５
６
９
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

歳出

三春町の当初予算
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億円 財源対策債
建設事業債

R1 R2見込 R3見込

71.32

H30

72.86

H23 H24 H25 H27H26

81.3885.22 85.71

H28 H29

78.75 80.53 81.3673.53 69.79 72.14

一般会計当初予算（歳出・性質別）

義務的経費義務的経費義務的経費
30億2,908万円30億2,908万円30億2,908万円
（39.3％）

補助費等
12億3,604万円
（16.1％）

繰出金
8億2,450万円
（10.7％）

投資・出資・貸付金
2億1,092万円
（2.7％）

維持補修費
1億3,329万円
（1.7％）

物件費
15億2,126万円
（19.8％）

災害復旧事業費
1万円
（0.0％）

積立金
7,941万円
（1.0％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
40億2,541万円
（52.3％）

人件費
14億3,113万円
（18.6％）

公債費
6億6,500万円
（8.6％）

扶助費
9億3,295万円9億3,295万円9億3,295万円
（12.1％）

投資的経費
6億4,835万円
（8.4％）

単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費単独事業費
5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円5億8,813万円
（7.6％）（7.6％）（7.6％）（7.6％）（7.6％）（7.6％）（7.6％）

補助事業費
6,020万円
（0.8％）

一般会計
歳出総額
77億284万円
（100.0％）
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令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
安
全
安
心
分
野
）

　
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
・

延
期
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
施
策
１

住
み
よ
い
美
し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
環
境
分
野
）

重
点
施
策
２

三春町の当初予算

　

 

消
防
施
設
整
備
事
業

２
、６
４
３
万
円

　

消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽

の
新
設
、
消
防
施
設
の
修
繕
、
消
防
用
資
機

材
の
購
入
等
を
行
い
ま
す
。（
役
場
駐
車
場

内
地
下
式
防
火
水
槽
、
富
沢
字
長
寝
地
内
防

火
水
槽
新
設
工
事
な
ど
）

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新

　

 

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

３
４
０
万
円

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
購
入
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
、
富
沢
平
沢
線
区
画
線
薄
層
舗
装
工

事
等
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

防
犯
灯
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
事
業

８
９
６
万
円

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
防
犯
灯
の
電
気
料
お
よ
び
維

持
管
理
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

継

　

 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業１

、０
０
４
万
円

　
「
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
、
自

家
消
費
野
菜
等
の
放
射
線
物
質
を
測
定
し
、
安

全
性
の
確
認
と
風
評
被
害
の
払
拭
に
取
り
組
み

ま
す
。

継
　

 
学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業 

１
５
４
万
円

　

小
中
学
校
、
保
育
所
の
給
食
用
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

教
育
施
設
の
地
下
水
、
プ
ー
ル
等
水
質

　

  

検
査
事
業

89
万
円

　

町
民
プ
ー
ル
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
、
地

下
水
利
用
施
設
の
水
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

継
　

 

保
育
所
等
給
食
検
査
体
制
整
備
事
業

１
６
０
万
円

　

三
春
幼
保
園
に
対
す
る
給
食
用
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

指
定
汚
染
廃
棄
物
対
策
費  

６
３
７
万
円

　

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
、０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
た
焼
却
灰
等
の
汚
染
廃
棄
物
に

つ
い
て
、
測
定
、
保
管
お
よ
び
維
持
管
理
業

務
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

２
億
１
、７
８
９
万
円

　

森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的

に
実
施
し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

継
　

 

仮
置
場
管
理
費

４
億
３
、６
３
０
万
円

　

除
染
廃
棄
物
の
搬
出
が
完
了
す
る
た
め
、

仮
置
場
を
解
消
す
る
た
め
の
測
量
設
計
業

務
、
原
状
回
復
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務７

７
０
万
円

　

住
宅
除
染
完
了
地
区
の
１
割
程
度
を
抽
出

し
、
継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

継

　

 

町
道
等
維
持
工
事
（
西
部
地
区
住
環
境

　

  

整
備
事
業
を
含
む
）

４
、０
０
０
万
円

　

各
ま
ち
づ
く
り
協
会
等
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
西
部
地
区
住
環
境
整
備
事
業
で

は
、
岩
江
地
区
の
側
溝
改
修
等
工
事
を
行

い
ま
す
。

継

　

 

町
営
バ
ス
運
行
事
業
（
町
営
バ
ス
事
業

　

 

特
別
会
計
）

８
、８
７
４
万
円

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
、
町
民
の
足
と

し
て
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
分
を
含
み
ま
す
。）。

継

災
害
対
応
能
力
の
向
上
、

災
害
に
対
す
る
備
え
の
充
実

【
消
防
費
等
】　
（
総
務
課
）

交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
充
実

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
）

放
射
性
物
質
対
策

【
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
】（
住
民
課
ほ
か
）

道
路
維
持
管
理
、
公
共
交
通
網
の
充
実

【
土
木
費
・
町
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
】　

（
建
設
課
・
住
民
課
）

　

 

防
災
士
養
成
研
修
補
助
事
業62

万
円

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災

士
の
資
格
を
取
得
す
る
方
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

新

　

 

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置

　

 

費
補
助
金

50
万
円

　

安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
を
す
る
65
歳
以

上
の
方
に
対
し
、設
置
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

新

検閲式の様子

区画線薄層舗装工事完成イメージ

　

 

非
常
備
消
防
費

４
、４
０
２
万
円

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
を
図
る
た
め
、消
防
団
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

継
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

三春町の当初予算

　

 

生
活
道
路
整
備
事
業
助
成
金

９
３
５
万
円

　

地
域
が
自
ら
生
活
道
路
の
整
備
を
行
う
場

合
、
１
地
区
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

継

　

 

橋
梁
点
検
補
修
事
業

１
、９
５
０
万
円

　

５
ヶ
年
計
画
で
橋
梁
（
全
80
橋
）
の
総
点

検
を
行
い
、
効
率
的
な
維
持
管
理
に
つ
な
げ

ま
す
。

継
　

 

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備４

、８
０
０
万
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を
55
基
計
画
し
て

い
ま
す
。

継

　

 

田
村
広
域
行
政
組
合
分
担
金

１
億
３
、２
９
８
万
円

　

田
村
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
、
最
終
処
分
場

等
の
管
理
運
営
経
費
の
構
成
市
町
村
分
を
負

担
し
ま
す
。

継 ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
組
の
推
進

【
衛
生
費
】　
（
住
民
課
）

　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

１
億
４
、０
１
１
万
円

　

定
期
ご
み
収
集
運
搬
業
務
、
搬
入
ご
み
処

理
業
務
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
管
理
業
務
等

の
委
託
や
施
設
の
運
営
管
理
（
機
器
リ
ー
ス

料
、
電
気
料
、
修
繕
費
等
を
含
む
）
を
行
い

ま
す
。

継

上
下
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

【
衛
生
費
・
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
】

　
（
住
民
課
・
企
業
局
）

　

 
水
道
事
業
施
設
の
改
良
等２

、０
０
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

 　

浄
水
場
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
取
替
工
事

　

耐
用
年
数
を
超
え
た
浄
水
場
施
設
に
つ
い

て
、
年
次
計
画
に
よ
り
更
新
を
行
い
ま
す
。

▽
配
水
管
布
設
工
事

　

新
町
地
内
に
お
い
て
、
水
道
配
水
本
管
の

改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

継新

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
２
２
０
ｍ

▽ 

古
内
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
７
０
ｍ

▽ 

谷
戸
深
田
和
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
３
５
ｍ

　

 

山
田
鷹
巣
線
舗
装
補
修
事
業

 　

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
２
０
０
ｍ

新
　

 

道
路
整
備
事
業

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
億
５
、０
１
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

四
反
田
富
沢
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
１
８
ｍ

▽ 

南
原
芹
ケ
沢
込
木
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
１
８
ｍ

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
外
道
路
改
良
事
業

　

 

改
良
・
舗
装
工
事　

Ｌ
＝
２
５
２
．
３
ｍ

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
事
業

継
　

 

町
道
草
刈
お
よ
び
防
草
シ
ー
ト
設

　

 

置
業
務

３
６
０
万
円

　

町
道
の
危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
、
草
刈

業
務
委
託
や
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
を
行
い

ま
す
。

新

　

 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

 

施
設
解
体
組
合
分
担
金６、０

３
１
万
円

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処

理
施
設
）
事
業
の
移
管
に
伴
う
施
設
解
体
事

業
費
の
構
成
市
町
村
分
を
負
担
し
ま
す
。

新

　

 

ふ
れ
あ
い
収
集
業
務

１
３
９
万
円

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
・
障
が

い
者
等
の
た
め
に
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集

を
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

生
ご
み
処
理
コ
ン
ポ
ス
ト
等
設
置

　

 

費
補
助
金

25
万
円

　

家
庭
ご
み
に
お
け
る
生
ご
み
排
出
量
抑

制
対
策
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
を

設
置
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

新

　

 

下
水
道
事
業
施
設
の
改
良
等５、６

７
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

脱
水
機
設
計
業
務

　

田
村
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に
よ
り
、
当

町
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
「
し
尿
」
を
安

定
的
に
処
理
す
る
た
め
脱
水
機
を
増
設
す
る

べ
く
、
脱
水
機
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

継新

　

 

住
宅
建
築
奨
励
金

２
０
０
万
円

　

町
分
譲
地
に
町
内
建
築
業
者
を
利
用
し

て
住
宅
を
建
築
し
た
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

継

　

 

町
営
住
宅
貸
出
事
業（
お
試
し
住
宅
）

85
万
円

　

町
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
町

営
住
宅
の
空
き
部
屋
に
必
要
最
低
限
の
家
具

家
電
等
を
設
置
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す
。

新
　

 

町
営
住
宅
の
改
修
等

１
億
83
万
円

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
お
よ
び
公
共

施
設
長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
町
営
住
宅

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

八
雲
団
地
１
号
棟
外
壁
改
修
工
事

　

 

定
住
促
進
住
宅
外
壁
改
修
工
事

　

 

か
い
や
ま
団
地
住
宅
設
備
改
修
工
事

▽ 

鎌
田
前
団
地
改
修
工
事　

な
ど

継新新新
　

 

住
宅
団
地
の
販
売
促
進

経
常
経
費
で
対
応

　

下
舞
木
岩
本
団
地
５
区
画
、
平
沢
四
合
田

団
地
６
区
画
の
販
売
を
促
進
し
ま
す
。

継

定
住
化
の
促
進
、
公
営
住
宅
等
の
管
理
運
営

【
土
木
費
ほ
か
・
宅
造
事
業
】

（
建
設
課
ほ
か
・
企
業
局
）

　

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

40
万
円

　

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業１

０
０
万
円

　

耐
震
性
が
不
足
す
る
木
造
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
、
耐
震
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

継
　

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
奨
励
金

４
１
８
万
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
者
に
対
し
、
戸
あ

た
り
部
屋
数
に
応
じ
て
建
設
費
用
を
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
奨
励

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

継
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広報みはる
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広報みはる
令和３年５月号

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
（
子
育
て
・
教
育
・
文
化
分
野
）

重
点
施
策
３

三春町の当初予算

　

 

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

９
０
０
万
円

　

三
春
町
に
定
住
し
、
就
業
す
る
方
に
対
し
、

奨
学
金
返
還
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

景
観
整
備
等
補
助
金

１
５
０
万
円

　

特
別
地
区
等
に
お
け
る
歴
史
的
建
造
物
等

の
保
存
・
修
繕
を
行
う
場
合
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

継

　

 

桜
川
沿
線
美
化
活
動
事
業

42
万
円

　

地
域
住
民
と
協
働
に
よ
り
、
河
川
改
修
が

完
了
し
た
桜
川
沿
線
を
花
で
飾
り
、「
う
る

お
い
」と「
安
ら
ぎ
」の
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

継

　

 

さ
く
ら
湖
周
辺
施
設
管
理
費２、５

４
５
万
円

　

向
山
森
林
公
園
、
さ
く
ら
の
公
園
、
も
み

じ
山
お
よ
び
三
春
ダ
ム
資
料
館
物
産
展
示
室

等
の
施
設
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

継

　
 

空
き
家
改
修
等
お
よ
び
除
却
事
業
補
助
金

８
８
０
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
空
き
家
の

改
修
等
ま
た
は
除
却
を
行
う
方
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業

２
２
７
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
町
内
に
住

宅
を
新
築
し
た
方
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

継

　

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

１
、２
４
５
万
円

　

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
中

心
に
、
安
心
し
て
遊
び
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
親
と
子
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　

開
館
日
：
火
曜
日
〜
土
曜
日

　

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

継

　

 

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業　
　
５
６
０
万
円

　

乳
幼
児
の
内
科
・
歯
科
診
察
、
身
体
測

定
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
の
む
し

歯
保
有
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
１
歳
６
ヶ

月
〜
４
歳
児
ま
で
の
計
６
回
、
無
料
で
フ
ッ

素
塗
布
を
実
施
し
、
む
し
歯
予
防
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

継
　

 

母
子
相
談
事
業　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　

支
援
が
必
要
な
母
子
に
対
し
、
専
門
職
に

よ
る
発
達
支
援
教
室
を
開
催
し
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
助
産
師
等
の
派
遣
に
よ
り
、
思
春

期
保
健
等
の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

妊
婦
健
康
診
査
事
業　

１
、５
２
２
万
円

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
15
回
ま
で
の
健

診
費
用
を
公
費
負
担
し
、
妊
婦
歯
科
健
診
、

産
後
２
週
間
健
診
、
産
後
１
ヶ
月
健
診
、
新

生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
父
親
の
家
事
育
児
参
加
の
推
進
を
図

る
た
め
、「
父
子
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。

継

　

 

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

１
０
６
万
円

　

妊
婦
と
夫
を
対
象
に
「
プ
レ
・
マ
マ
パ
パ

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
や
助
産
師
へ
の
相
談
を
行
い
、
出
産
育
児
の

不
安
の
軽
減
や
夫
の
家
事
育
児
参
加
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
て
、

日
帰
り
・
宿
泊
に
よ
る
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業２、５

４
２
万
円

　

母
子
保
健
に
関
す
る
専
門
職
員
（
保
健
師

等
）
を
配
置
し
、
母
子
保
健
施
策
と
子
育
て

支
援
施
策
と
の
一
体
的
な
提
供
を
通
じ
て
妊

産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増
進
に

関
す
る
包
括
的
な
支
援
と
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
体
制
を
実
現
し
て
い
く
母
子
保
健
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

移
住
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

 

事
業

９
０
６
万
円

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
移
住
相
談
員
を

配
置
し
、
移
住
相
談
体
制
お
よ
び
情
報
発
信

を
強
化
し
、
移
住
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

新
　

 

空
き
家
利
活
用
事
業

１
、０
２
０
万
円

　

町
内
の
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
借
り
受
け

て
改
修
し
、
移
住
希
望
者
向
け
に
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。

新良
好
な
景
観
の
形
成
、
調
和
の
と
れ
た
土
地

利
用
の
推
進

【
土
木
費
】（
建
設
課
）

妊
産
婦
・
子
ど
も
の
健
康
増
進
、
子
育
て

支
援
の
強
化
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

【
民
生
費
・
衛
生
費
・
教
育
費
】（
子
育
て
支
援
課
ほ
か
）

　

 

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事
業

３
０
２
万
円

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
子
育

て
支
援
課
内
に
設
置
す
る
た
め
、
専
門
家
の

助
言
や
研
修
等
を
受
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

事
業
を
行
い
ま
す
。

新
　

 

一
時
預
か
り
事
業　
　
　　
42
万
円

　

在
宅
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
生
後
６
ヶ
月
〜
３
歳
児
を
対

象
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
一
時

預
か
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

運
営
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

利
用
料
金
：
１
時
間
３
０
０
円

新

もみじ山のようす

　

 

子
ど
も
の
遊
び
場
空
間
設
備
に
関

　

 

す
る
可
能
性
調
査
業
務

２
３
６
万
円

　

子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
の
整
備
検
討
お
よ

び
既
存
の
屋
外
遊
び
場
の
機
能
充
実
の
た
め

の
可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

新

　

 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

５
、５
３
２
万
円

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

三春町の当初予算

　

 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業６

３
５
万
円

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
を
購
入
で
き

る
助
成
券
（
０
歳
〜
１
歳
未
満
、
１
歳
〜
２

歳
未
満
に
そ
れ
ぞ
れ
３
０
、０
０
０
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

継
　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　
84
万
円

　

町
主
体
の
運
営
の
も
と
、
子
育
て
支
援
員
養

成
の
た
め
の
受
講
費
用
を
助
成
し
、
提
供
会
員

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
利
用
者
支
援
と
し
て

利
用
料
の
１
／
２
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

継

　

 

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

６
、３
２
３
万
円

　

児
童
に
健
全
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
る

た
め
、
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、
御
木
沢
児
童
ク
ラ

ブ
、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
す
。

継

　
 

多
子
世
帯
養
育
支
援
事
業

４
３
８
万
円

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
３
人
以
上
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
乳
幼
児

を
在
宅
等
で
養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、

９
０
０
円
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
を
２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
低
所

得
世
帯
の
第
２
子
の
乳
幼
児
を
在
宅
等
で
養

育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、０
０
０
円
支
給

し
ま
す
。

継
　

 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

１
５
１
万
円

　

不
妊
治
療
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

児
童
手
当
支
給
事
業２

億
４
、６
３
３
万
円

　

３
歳
未
満
１
人
１
５
、０
０
０
円
、
小
学
校

修
了
前
は
１
子
、
２
子
１
人
１
０
、０
０
０

円
、
３
子
以
降
１
５
、０
０
０
円
、
中
学
生

１
人
１
０
、０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
額
以
上
の
方
は
１
人
５
、

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。（
月
額
）

継

　

 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
運
営
事
業２、２

４
１
万
円

　

小
学
校
単
位
に
開
催
し
、
地
域
住
民
等
の
協

力
を
得
て
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や
特
色
を
生

か
し
た
体
験
活
動
や
交
流
等
の
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
な
い
中

妻
教
室
、
中
郷
教
室
、
沢
石
教
室
に
お
い
て
、

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
時
間
延
長
お
よ
び
長
期
休

業
中
の
教
室
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

継幼
児
教
育
・
保
育
内
容
、
環
境
の
充
実

【
民
生
費
・
教
育
費
】　
（
子
育
て
支
援
課
）

　

 

岩
江
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）

　

 

新
設
業
務

７
、３
１
７
万
円

　

岩
江
地
区
へ
の
認
定
こ
ど
も
園
新
設
に
向

け
、
基
本
・
実
施
設
計
業
務
お
よ
び
測
量
設

計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

第
１
保
育
所
の
指
定
管
理
運
営

１
億
８
１
６
万
円

　

 

第
２
保
育
所
の
指
定
管
理
運
営

１
億
３
、２
１
７
万
円

　

星
総
合
病
院
を
指
定
管
理
者
と
し
て
公
設

民
営
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

継継
　

 

保
育
所
・
幼
稚
園
管
理
事
業２、１

９
７
万
円

　

安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
を
整
え
、
保
育
・

幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

第
１
保
育
所
ト
イ
レ
床
修
繕
工
事

　

 

第
２
保
育
所
灯
油
地
下
タ
ン
ク
移
設
工
事

　

 

中
郷
幼
稚
園
外
壁
改
修
工
事　
　
　

な
ど

継新新新

　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
事
業

１
億
６
、７
５
６
万
円

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
き
、

町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
が
入
所
す
る
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
等
に
対
し
、

給
付
費
等
を
給
付
し
ま
す
。

継確
か
な
学
力
・
生
き
る
力
の
育
成
・
環
境

の
構
築
、
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
構
築

【
教
育
費
】　
（
教
育
課
）

　

 

小
学
校
管
理
費

１
億
３
、２
９
６
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
児
童
の
健
康
管
理
等
を

行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

中
郷
小
学
校
外
壁
改
修
工
事

　

 

中
郷
小
学
校
体
育
館
外
壁
改
修
工
事

　

 

岩
江
小
学
校
体
育
館
音
響
設
備
更
新
工
事

な
ど

継新新
　

 

中
学
校
管
理
費

７
、７
２
４
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
生
徒
の
健
康
管
理
等
に

対
応
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

三
春
中
学
校
暖
房
便
座
設
置
工
事

　
 

岩
江
中
学
校
体
育
館
床
改
修
工
事　
な
ど

新 新 継
　

 

対
話
的
・
主
体
的
な
深
い
学
び
に
よ
る

　

  

授
業
の
実
践

１
８
０
万
円

　

各
学
校
に
講
師
を
派
遣
し
、
教
職
員
の
資

質
・
能
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

継
　

 
基
礎
学
力
向
上
推
進
支
援
事
業１

６
７
万
円

　

小
・
中
学
校
学
力
検
査
の
実
施
に
よ
り
、

基
礎
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

４
３
６
万
円

　

校
務
の
情
報
化
推
進
お
よ
び
教
職
員
の
業

務
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

新
　

 

中
学
校
教
師
用
教
科
書
お
よ
び
指

　

 

導
書
整
備

５
６
８
万
円

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
指
導
書
等

の
整
備
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
ま
す
。

新
　

 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
事
業

２
４
０
万
円

　

各
小
中
学
校
が
主
体
的
に
実
施
す
る
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

継
　

 

英
語
・
漢
字
・
数
学
検
定
費
補
助
事
業

１
１
０
万
円

　

中
学
生
の
英
語
・
漢
字
・
数
学
検
定
料
を

一
部
補
助
し
ま
す
。

継
　

 

特
別
支
援
学
級
費

４
、５
９
９
万
円

　

特
別
支
援
学
級
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

継地
域
に
よ
る
健
全
育
成
環
境
の
構
築

【
総
務
費
】　
（
企
画
政
策
課
）

　

 

田
村
高
校
魅
力
向
上
事
業２

５
４
万
円

　

賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
田
村
高
校
生
の
家

賃
の
負
担
軽
減
や
田
村
高
校
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

新
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

重
点
施
策
４

三春町の当初予算

健
康
診
査
・
保
健
指
導
の
充
実
、
健
康
づ

く
り
体
制
の
整
備
、
感
染
症
対
策
の
推
進

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
体
制
の
整
備

【
民
生
費
・
介
護
保
険
特
別
会
計
】（
保
健
福
祉
課
）

地
域
医
療
の
充
実

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課・子
育
て
支
援
課
）

　

 

三
春
交
流
館
運
営
協
会
自
主
事
業

　

 （
運
営
協
会
交
付
金
）

７
７
０
万
円

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
の
自
主
事
業
を

４
公
演
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決

ま
り
次
第
チ
ラ
シ
、
広
報
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

継

　

 

図
書
館
管
理
運
営
費

４
、１
３
７
万
円

　

町
民
の
知
的
意
欲
の
向
上
の
た
め
、
図
書

資
料
の
充
実
を
図
り
、
読
書
活
動
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
開
館
時
間
の
延
長

に
よ
り
市
街
地
夜
間
活
性
化
お
よ
び
町
民
の

居
場
所
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

ま
ほ
ら
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　

 

導
入
費

77
万
円

　

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

新継
　

 

地
区
交
流
館
の
管
理
運
営２

、３
８
３
万
円

　

各
地
区
交
流
館
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

中
郷
地
区
交
流
館
外
壁
改
修
工
事　
な
ど

新
　

 
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
の
管
理
運
営

５
、９
２
９
万
円

　

町
民
の
文
化
・
学
習
・
展
示
活
動
の
場
を

提
供
す
る
「
ま
ほ
ら
」
の
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

ま
ほ
ら
空
調
設
備
自
動
制
御
部
分
更
新
等

　

 

工
事

　

 

ま
ほ
ら
音
響
機
器
更
新
工
事　
な
ど

継新新

　

 

体
育
施
設
の
管
理
運
営 

６
、０
３
３
万
円

　

町
営
運
動
場
や
町
民
体
育
館
等
の
体
育
施

設
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

町
民
体
育
館
受
変
電
設
備
改
修
工
事

　

 

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
改
修
工
事
な
ど

継新新

　

 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
支
援
事
業５

８
６
万
円

　

体
育
協
会
登
録
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
活
動
に
係
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
・

交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

継

生
涯
学
習
・
文
化
環
境
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【
教
育
費
】　
（
生
涯
学
習
課
）

　

 

自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営８

４
０
万
円

　

自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
と
し

て
、
さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
に
親
し
み
、
自

然
環
境
の
保
全
意
識
を
育
て
る
た
め
に
自
然

教
室
等
を
実
施
し
ま
す
。

継

　
 

成
人
健
康
診
査
事
業　

 

４
、１
９
９
万
円

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化
防
止
を
図
り
、
更

な
る
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

継

　

 

三
春
病
院
事
業

１
億
31
万
円

　

町
立
三
春
病
院
の
医
療
機
器
等
の
更
新
お

よ
び
施
設
設
備
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
安
全

な
医
療
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

継

　

 

駅
前
健
康
サ
ロ
ン
運
営
事
業

１
８
０
万
円

　

町
健
康
情
報
の
提
供
や
利
用
者
間
の
交
流

の
拠
点
と
な
る
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
を
運
営

し
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

予
防
接
種
事
業

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

　

 

種
助
成　
　
　
　
　
　
　

   
５
１
６
万
円

　
　

幼
児
、
小
・
中
学
生
は
１
回
目
が
上
限
３
、

　

 

１
０
０
円
、
２
回
目
が
上
限
２
、０
０
０

　

 

円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽ 

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
助
成　

40
万
円

　
　

 

１
人
あ
た
り
４
、０
０
０
円
の
助
成
を

　

 

行
い
、
子
ど
も
の
疾
病
を
予
防
し
ま
す
。

▽ 

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
抗
体
検
査

　

 

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

   

２
７
０
万
円

　
　

 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
お
よ
び
配
偶
者

　

 

に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。
※
ま
た
、
風

　

 

疹
抗
体
保
有
率
が
低
い
と
さ
れ
る
昭
和
37 

　

 

年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

　

 

れ
の
男
性
も
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

継

　

 

地
域
福
祉
計
画
策
定
業
務５

７
８
万
円

　

町
と
福
祉
機
関
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
む
町
福
祉
施
策
の
基
本
と
な

る
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

新

▽ 

高
齢
者
の
法
定
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

１
、７
８
５
万
円

　
　

 

65
歳
以
上
の
法
で
定
め
る
対
象
者
は
、

　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
自
己
負
担
１
、

　

 

４
０
０
円
で
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
自

　

 

己
負
担
１
、０
０
０
円
で
接
種
で
き
ま
す
。

▽ 

子
ど
も
法
定
接
種
事
業

２
、７
１
４
万
円

　
　

 

法
に
基
づ
く
11
種
類
13
疾
病
の
ワ
ク
チ

　

 

ン
が
全
て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

 

敬
老
会
等
実
施
事
業

９
６
０
万
円

　

各
地
区
で
の
敬
老
会
の
実
施
、
し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰
、
百
歳
賀
寿
祝
等
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

継
　

 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

 

入
所
措
置
事
業

７
、０
５
６
万
円

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
係
る
措
置
経

費
を
負
担
し
ま
す
。

継

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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▽ 

農
業
次
世
代
育
成
資
金
交
付
金７

５
０
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
等
居
住
費
補
助
金

48
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
応
援
給
付
金

１
１
０
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金

72
万
円

　

 

農
業
者
大
型
特
殊
運
転
免
許
取
得
費　

 

　

  

補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
万
円

　

 

農
業
者
収
入
保
険
加
入
促
進
事
業

　

 

補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

三春町の当初予算

　
 

高
齢
者
団
体
へ
の
助
成
等

６
０
５
万
円

　

高
齢
者
団
体
へ
の
活
動
運
営
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　

   

１
０
５
万
円

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

５
０
０
万
円

継

高齢者保健事業のようす

　

 

に
こ
に
こ
元
気
塾
（
介
護
予
防
）
事
業

１
、３
８
３
万
円

　

各
地
区
集
会
施
設
等
で
、
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

高
齢
者
保
健
事
業

２
６
４
万
円

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
事
業
を

一
体
的
に
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
社

会
保
障
制
度
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

新
　

 

認
知
症
総
合
支
援
事
業

５
６
５
万
円

  

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

が
集
え
る
場
づ
く
り
や
、
地
域
で
の
見
守

り
、
専
門
職
に
よ
る
早
期
支
援
等
を
実
施

し
ま
す
。

継

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、障
が
い
者
相
談・

地
域
に
よ
る
支
援
体
制
・
環
境
の
充
実

【
民
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

　

 

障
が
い
者
福
祉
事
業
（
扶
助
費
）

３
億
９
、２
６
７
万
円

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に

よ
っ
て
障
が
い
者
を
支
援
し
、
安
心
安
全
な

生
活
の
確
保
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

継
　

 

地
域
生
活
支
援
事
業

３
、４
８
０
万
円

　

手
話
奉
仕
員
養
成
、
基
幹
相
談
支
援
事
業
、

障
が
い
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
日
常
生
活

用
具
給
付
等
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 
社
会
福
祉
活
動
事
業

１
、４
８
７
万
円

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
地
域
福
祉
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、

情
報
の
提
供
と
連
携
を
図
り
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

継重
点
施
策
５

産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振

興
分
野
）

　

 

担
い
手
育
成
費

　

新
規
就
農
者
、
農
業
研
修
者
に
対
し
て
初

期
費
用
お
よ
び
住
居
費
用
等
を
支
援
し
、
新

規
就
農
者
の
確
保
、
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
就
農
を
目
指
す
研
修
生
を
受
け
入
れ
る

農
業
指
導
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

新新

継 担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
地
産
地
消
、

６
次
産
業
化
の
推
進
、
森
林
の
適
正
管
理

【
農
林
水
産
費
】　
（
産
業
課
）

　

 

多
面
的
機
能
支
払
推
進
事
業３、３

１
６
万
円

　

農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
27
協
定
地
区
を
支

援
し
ま
す
。

継

　

 

水
田
農
業
推
進
事
業

４
５
３
万
円

　

米
の
価
格
安
定
を
図
る
た
め
、
需
要
に
応

じ
た
米
生
産
の
取
組
と
経
営
所
得
安
定
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
主
食
用
米
の
生
産

を
減
ら
し
、
飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
に
取
り

組
む
農
家
に
対
し
て
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

６
、８
２
３
万
円

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
29

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継

　

 

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

５
７
１
万
円

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
電

気
柵
資
材
購
入
補
助
金
、
新
規
狩
猟
者
育
成

事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

６
次
産
業
化
推
進
事
業

69
万
円

　

６
次
産
業
化
、
農
商
工
連
携
、
地
産
地
消

へ
の
取
組
み
方
針
を
検
討
し
、
基
本
方
針
を

策
定
し
ま
す
。

新
　

 

畜
産
振
興
事
業

２
０
６
万
円

　

良
質
牛
の
生
産
を
図
る
た
め
の
優
良
基
礎

雌
牛
導
入
や
、
酪
農
の
生
産
安
定
を
図
る
た

め
の
優
良
乳
牛
導
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

継
　

 

林
業
振
興
事
業

６
１
５
万
円

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
森
林
経
営
管

理
計
画
の
作
成
や
森
林
施
業
の
集
約
化
を
図

る
た
め
、「
三
春
町
森
林
経
営
管
理
制
度
実

施
方
針
」
の
策
定
や
小
中
学
校
で
の
森
林
環

境
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

継
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

三春町の当初予算

　

 

工
場
立
地
促
進
奨
励
金

５
、３
５
０
万
円

　

町
内
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
に
対

し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

観
光
振
興
事
業
業
務

１
、５
０
０
万
円

　

観
光
Ｐ
Ｒ
や
三
春
盆
踊
り
、
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
等
年
間
を
通
し
た
観
光
振
興
業
務
を

行
い
ま
す
。

継
　

 

観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
補
助

30
万
円

　

愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど
、
観
光
振
興
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
等
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

三
春
秋
ま
つ
り
開
催
支
援

３
５
０
万
円

　

三
春
秋
ま
つ
り
を
開
催
す
る
実
行
委
員
会

に
交
付
し
、
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

城
下
町
Ｖ
Ｒ
映
像
作
成
・
Ｐ
Ｒ
業
務

１
、９
９
７
万
円

　

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
三
春
城
等
の
復
元
・
公
開

を
行
い
、
城
下
町
三
春
の
魅
力
を
発
信
し
誘

客
を
図
り
ま
す
。

新 観
光
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
産
業
の
推
進
、

観
光
環
境
の
整
備

【
商
工
費
】　
（
産
業
課
）

　

 

紫
雲
閣
修
繕
事
業

５
、２
１
８
万
円

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
文
化
伝
承

館
で
、
紫
雲
閣
再
公
開
に
向
け
修
繕
し
、
利

活
用
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

新

桜
、
文
化
財
の
保
護
・
利
活
用

【
商
工
費
・
教
育
費
】

（
産
業
課
・
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

 

滝
桜
観
光
対
策
業
務

５
、６
６
６
万
円

　

令
和
３
年
度
の
滝
桜
開
花
時
の
駐
車
場
管

理
運
営
、
渋
滞
緩
和
対
策
、
観
光
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
関
す
る
業
務
と
令
和
４
年
度
の

滝
桜
観
光
対
策
に
か
か
る
準
備
を
行
い
ま
す
。

継

紫雲閣

　

 

企
画
展
示
事
業

２
６
１
万
円

　

企
画
展
「
探
検
！
三
春
城
と
城
下
町
」、

企
画
展
「
戦
争
と
三
春
」（
仮
）、企
画
展
「
河

野
広
中
の
書
」（
仮
）
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

継

協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
（
協
働
・
行

財
政
経
営
分
野
）

重
点
施
策
６

　
 

国
際
交
流
事
業

９
６
５
万
円

　

姉
妹
都
市
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
の
教
育
交

流
の
充
実
を
図
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
春
町
国

際
交
流
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
外
国
語
文
化

を
感
じ
る
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

区
長
会
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
費

10
万
円

　

区
長
会
の
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
区
長
業
務
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

新

地
域
間
交
流
、
国
際
交
流
の
推
進

【
教
育
費
】　
（
生
涯
学
習
課
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

【
総
務
費
・
衛
生
費
】　
（
総
務
課
・
住
民
課
）

　

 

地
区
集
会
施
設
に
対
す
る
補
助
金

１
０
０
万
円

　

地
区
集
会
所
の
改
築
・
修
繕
等
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

継
　

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に

　

 

よ
る
戸
別
収
集
業
務

１
２
０
万
円

　

沢
石
地
区
に
お
け
る
家
庭
ご
み
の
戸
別
収

集
を
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務

２
８
５
万
円

　

行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

新
　

 

受
付
表
示
呼
出
発
券
シ
ス
テ
ム

　

 

導
入
費

22
万
円

　

新
庁
舎
に
お
け
る
窓
口
受
付
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
発
券
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。

新 業
務
効
率
化
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
・
住
民
課
）

　

 

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業

３
４
０
万
円

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
小
売
店
舗
等
の
改

修
費
や
家
賃
等
を
助
成
し
ま
す
。

継
　

 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
支
援

　

  

補
助
金

50
万
円

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金

調
達
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
手
数
料
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
奨
励
金

20
万
円

　

新
た
な
経
営
の
方
向
性
を
策
定
し
た
経
営

革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
企
業
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

新
　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト

　

 

運
営
業
務

５
０
０
万
円

　

町
内
小
売
店
等
の
販
売
力
の
強
化
と
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
多
様
な
生
活
用
品
等
の

購
入
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

者
支
援
を
図
り
ま
す
。

新 商
業
の
活
性
化
、
工
業
の
振
興
、
雇
用
の

促
進

【
商
工
費
】　
（
産
業
課
）

…昨年度に引き続き行われる継続事業継 …今年度新たに行われる新規事業および前年度当初予算になかった事業新
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

三春町の当初予算

　

 
地
方
公
会
計
整
備
推
進
事
業

３
０
０
万
円

　

新
公
会
計
制
度
の
理
解
を
深
め
、
活
用
方

法
を
検
討
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

庁
舎
管
理
業
務

３
、６
７
８
万
円

　

新
庁
舎
の
施
設
管
理
、設
備
保
守
・
点
検
業
、

警
備
・
清
掃
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

継
　

 

現
庁
舎
解
体
業
務１

億
２
、７
０
０
万
円

　

新
庁
舎
へ
の
移
転
に
伴
い
、
現
庁
舎
の
解

体
工
事
を
行
い
ま
す
。

新 公
共
施
設
等
の
適
正
管
理

【
総
務
費
】　
（
財
務
課
）

　

 

旧
要
田
中
学
校
交
流
施
設
屋
上

　

 

防
水
改
修
事
業

２
、２
４
２
万
円

　

学
校
施
設
跡
地
で
あ
る
旧
要
田
中
学
校
の

屋
上
防
水
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

新

旧要田中学校交流施設

重
点
施
策
の
ほ
か
に

こ
ん
な
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業

９
、５
４
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
感
染
予
防
に

対
応
し
た
施
設
整
備
や
町
内
事
業
者
等
へ
の

支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種  

　

 

体
制
確
保
事
業

２
、５
４
１
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
住
民
接
種

に
向
け
た
体
制
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

▼
三
春
の
里
農
業
公
園
整
備
事
業

７
、０
７
２
万
円

　

三
春
の
里
田
園
生
活
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
の
実
施
設
計
業
務
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

▼
要
田
地
区
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

４
、９
５
０
万
円

　

防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
要
田
地
区

に
お
い
て
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事

を
行
い
ま
す
。

▼
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
災
害 

査
定
測
量
設
計
業
務１

、０
０
０
万
円

　

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
町
道
の

測
量
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

▼
家
庭
学
習
の
た
め
の
通
信
機
器
整
備
支
援

　

 

事
業

７
５
５
万
円

　

小
中
学
生
が
家
庭
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
通

信
機
器
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
町
営
住
宅
災
害
復
旧
工
事

６
５
０
万
円

　

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
町
営
住

宅
の
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
移
転
業
務
等
新
庁
舎
整
備
事
業

１
億
４
、２
５
３
万
円

　

５
月
の
新
庁
舎
開
庁
に
向
け
て
移
転
業
務

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

 

高
齢
者
等
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業

２
０
０
万
円

　

一
定
の
高
齢
者
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
医
療

機
関
へ
の
委
託
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

地
域
・
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
業
務

４
、２
５
３
万
円

　

住
民
に
対
す
る
行
政
検
査
を
実
施
す
る
た

め
、
県
の
委
託
を
受
け
町
三
春
病
院
に
設
置

し
、
運
営
を
行
い
ま
す
。

新

　

 

福
島
大
学
と
の
連
携
事
業

46
万
円

　

福
島
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
事
業
に
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

新
　

 

固
定
資
産
悉
皆
調
査
業
務

１
、０
１
１
万
円

　

家
屋
お
よ
び
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

適
正
な
課
税
を
図
る
た
め
、
家
屋
全
棟
調
査

を
３
年
間
の
計
画
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費１、１

３
０
万
円

　

10
月
21
日
任
期
満
了
に
伴
い
衆
議
院
議
員

の
総
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。

　

※
選
挙
期
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

 

接
種
事
業

９
、４
３
９
万
円

　

速
や
か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ

う
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
会
計
年
度
任

用
職
員
の
雇
用
、
医
師
会
や
医
療
機
関
と
の

協
力
体
制
を
確
保
し
、
住
民
接
種
業
務
を
円

滑
に
実
施
し
ま
す
。

新 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
）

そ
の
他
の
重
点
施
策

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
ほ
か
）

主
な
令
和
２
年
度
繰
越
事
業
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広報みはる
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広報みはる
令和３年５月号

　保健センターから保健福祉課および子育て支援課が新庁舎の１階に移動しました。また、福祉会館から保健福祉課
の介護保険グループおよび福祉グループが同じく新庁舎の１階に移動しました。なお、国民健康保険や後期高齢者医
療を担当する国保グループが保健福祉課から住民課に移動しました。

　　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日・年末年始を除く）
　　　※水曜日は、午後７時まで住民票・戸籍・印鑑証明を発行する延長窓口を開設
　　　※１階「多目的スペース」・２階「桜ホール」は、午後9時まで開放

執務室、会議室
　執務空間は柱の少ない造
りとし組織変更に柔軟な対応
が可能となっています。また、
町民利用の多い窓口を１階
に配置するとともに、プライ
バシーに配慮し各階に個室の
会議室を設けています。

安全・安心な庁舎
　大地震後でも建物を使用
できる耐震性能を確保して
います。
　また、停電時でも庁舎機
能を３日間維持できる非常
用発電機を設置しています。

電話回線の切替工事が下記日程
で行われます。
工事に伴い、電話が一時的に繋
がりにくくなります。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

5月 1日（土）終日

３階議場

1階エントランスホール

新庁舎フロアガイド

新庁舎開庁時間のご案内

4 5

3階

2階

1階

総合案内

エレベーター

授 乳 室

トイレ（男）

トイレ（女）

みんなのトイレ

新庁舎移転に伴う
電話の切替え



13
広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

三春町役場新庁舎開庁
　建設中でありました三春町役場新庁舎が完成し、
５月６日に開庁を迎えます。
　これもひとえに町民の皆様をはじめとする関係各位
の多大なるご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
　新しい庁舎は、７つの基本理念に基づき整備を
進めてきました。
　１階に窓口業務を集約し来庁される方の利便性
の向上を図るとともに、誰もが利用しやすいユニ
バーサルデザインとしています。１階に多目的スペー
ス、２階に桜ホールを配置し、様々な方が憩い集
える庁舎としました。また、防災拠点としての機能
も有しており、災害時には皆さんの安心安全を支え
ます。
　今後は、新庁舎を中心に、多くの方々と交流を深
め、新しい出会いや事業が生まれる場になるよう努
めてまいります。

新庁舎の施設概要
・所 在 地　三春町字大町１番地の２
・敷地面積　2,436.80 ㎡
・建築面積　1,323.79 ㎡
・延床面積　3,322.14 ㎡
・構　　造　鉄骨造３階　高さ 16.853 ｍ
・設計監理　福島県建築設計協同組合
・施　　工
　福浜大一・渡伝・サワケン・はしもと・宗形ＪＶ
・工　　期
　令和元年 7月 8日～令和 3年 3月 25日

自然エネルギーの
活用、省エネ

　庁舎西側トイレの洗浄に
は雨水を利用しています。
　また、屋根を利用し10kW
の太陽光発電設備を設置し
ています。

トイレ、授乳室
　誰もが利用しやすいよう
にオストメイト、子ども用
便器、オムツ交換台などを
設置しています。また、授
乳室を設けています。

多目的スペース、
桜ホール

　展示会やギャラリーなど
イベントスペースとして、
また、イベントなどがない
場合は交流休憩スペースと
してご利用いただけます。
※Free-WiFiを完備しています。

新庁舎の7つの基本理念
①防災拠点・災害対策拠点としての庁舎
②機能的で誰もが利用しやすく、働きやすい庁舎
③自然エネルギーを活用し、高効率で、省エネが
　図れる庁舎
④三春町の身の丈に合い、コスト縮減に配慮した
　庁舎
⑤様々な交流を育む開かれた庁舎
⑥周辺環境へ調和し、魅力ある町並みづくりの集大
　成となる景観形成
⑦三春町の誇りとして町民に末永く愛される庁舎

１階窓口カウンター

1 2 3

新庁舎の特色
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新型コロナワクチン接種について
　新型コロナワクチンの接種については、優先的に令和３年度中に 65歳以上になる方（昭和 32年４月１日以前
に生まれた方）を対象として無料接種を以下のとおり実施します。

　ワクチンの供給は段階的となるため、接種開始時の予約数に限りがありますが、いずれは対象となる方すべてが
接種できる予定ですので、安心してお待ちください。

　優先順位に従い、ワクチンの供給に応じて段階的に接種券（クーポン券）をお送りします。
　お知らせが届いたら、必ず開封して内容を確認してください。
　引き続き、町民の皆さまの感染症対策へのご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　▼問　新型コロナウイルス感染症対策本部
　　　　　　　　　　　　　　　総務課　文書情報グループ　☎ 62-8125
　　　　　　　　　　　　　　　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110

友だち登録方法 LINE を使ってこんなことができるよLINE を使ってこんなことができるよ
その１ 二次元バーコード
LINE アプリの「その他」
→「友だち追加」から下の
バーコードを
読み取る。

その 2 友だち追加ボタン
インターネットで
「三春町 LINE」で検索

町公式ウェブサイトにアク
セスし「三春町公式　LINE」
ページの下記のアイコンを
クリック

検索検索三春町　LINE

町の情報をお届けします！
お
友
達
登
録

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
友
お
友
達
登
達
登
録録

愛姫

町の情報を知りたい 警報など災害情報も
発信していきますメニュー画面のQ&Aをタップ

受信設定で希望する
情報にチェック！

お問合せ先：三春町役場産業課商工観光グループ
TEL：６２－３９６０　FAX:６２－３３００

こまりんこまりん

［質問］

回答しますね !

滝桜 - 三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜ライブカメラ -三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜が
いつ咲くか教えて

こまりん

大雨洪水警報の発
令について
こちらは、防災みは
る広報です。
先ほど、三春町に大
雨洪水警報が発令
されました。
河川の増水、氾濫、
土砂崩れ、低い土地
の浸水などに厳重に
注意してください。

最後に設定を押すのを忘れずに
みんなお友だち登録よろしくね！

愛姫愛姫
愛姫愛姫

友だち追加

新型コロナワクチン集団接種までの流れ新型コロナワクチン集団接種までの流れ新型コロナワクチン集団接種までの流れ
STEP❶　接種券が郵便で届く

チン集団接接種までの流流れれれれれれれれれれれチチンン集集団団接接種種ままででのの流流れれチチンン集集団団接接種種ままででのの流流れれチン集団接種までの流れチン集団接種までの流れチン集団接種までの流れチン集団接種までの流れチンチン れれれれチチ れれれれれれれれれれれれれれチチチチ れれれれチ 流れれ
STEP❸　予約日に接種会場へ行く

接種会場
町民第２体育館
（旧三春中学校体育館）

STEP❷　接種日を予約する

STEP❹　接種を受ける

・「接種券」、「接種のお知らせ」、
　「予診票」、「ワクチンの説明書」
　が入っていますので、内容を
　確認してください。

・「接種券」、「予診票」、「本人
　確認書類」を持参してくださ
　い。予診票はすべて記入の
　うえ、ご持参ください。
・現在、治療中の方は、接種
　を受けてよいか主治医に事
　前に相談してください。

・会場にて予診を行った後、
　接種を行います。
・接種は、期間を空けて２回
　行います。

・接種日を予約してください。
　（ＬＩＮＥまたは電話により予
　約できます。）
・接種日程及び予約方法の詳
　細については、今後送付され
　る接種券に同封の「接種のお
　知らせ」によりご確認ください。

約で
・接種
細
る接
知ら
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消防防災ヘリコプターによる訓練のお知らせ
　三春ダム周辺で、次のとおり定期的に訓練が行われるようになりますの
で、お知らせします。
○訓練日時　令和３年５月から　　週１回程度（１時間程度の訓練）
○訓練場所　三春ダム（さくら湖）、滝桜大駐車場
○訓練内容　ヘリコプターを使用した救助訓練・消火訓練
▼問　福島県消防防災航空センター　☎ 0247-57-3000
　　　総務課　自治防災グループ　　☎ 62-1114

愛姫スタンプラリーを開催しています
　愛姫スタンプラリーを開催しています。四季折々の風景を楽しみながら町内を散策して
みてはいかがでしょうか。
○開催期間／スタンプ押印施設　
　令和３年４月～令和４年３月
　春：４月～６月／三春町歴史民俗資料館、三春きたまち蔵「TENJIN」
　夏：７月～９月／喫茶フォーレ（三春ダム資料館）、三春きたまち蔵「TENJIN」
　秋：10月～ 12月／福聚寺、三春きたまち蔵「TENJIN」
　冬：１月～３月／三春なかまち蔵「花かご」、三春きたまち蔵「TENJIN」
○スタンプラリー台紙　三春きたまち蔵「TENJIN」で配布しています。
〇スタンプラリー景品　・各季節：愛姫オリジナルグッズ
　　　　　　　　　　　・パーフェクト賞：愛姫オリジナルグッズ
　　　　　　　　　　　※各季節を巡って全てのスタンプを集めた方に差し上げます。
〇報告・景品交換場所　三春きたまち蔵・観光案内所「TENJIN」（三春町字北町 10）
○愛姫PRアニメーション「愛姫MEGOHIME」を公開しています。
　愛姫特設ウェブサイトからご覧ください。

▼問　産業課　商工観光グループ　　　☎ 62-3960
　　　（株）三春まちづくり公社観光部　☎ 62-3690

プレミアム付商品券の販売について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う事業者の売り上げ減少に対する支援および地域経済の活性化のため
プレミアム付商品券（第２弾）を販売します。
○販売対象　・三春町内の各世帯
○販売日等　・期間　令和３年５月９日（日）から完売まで
　　　　　　・日時　令和３年５月９日（日）のみ午前１０時から午後４時まで
　　　　　　・場所　三春町役場新庁舎１階多目的スペース
　　　　　　　※令和３年５月 10日（月）以降は三春町商工会、三春の里田園生活館、なかまち蔵花かご、三春
　　　　　　　　駅ばんとうプラザ（いずれも営業時間内）
○購入方法　・各世帯に「購入引換券」をお送りしますので、必要事項を記入のうえ各販売場所でお申し込みください。
　　　　　　・１冊の販売額　5,000 円（利用可能額　7,000 円）
　　　　　　・１世帯３冊まで購入できます。また、世帯内にマイナンバーカードを所持している方がいる場合は
　　　　　　　５冊まで購入できます。マイナンバーカードを所持している場合は、購入申し込みの際にマイナン
　　　　　　　バーカードをお持ちください。
　　　　　　・5月 9日（日）は、マイナンバーカードの申請ができるように住民課窓口を特別に開設します。
　　　　　　　（午前 8時 30分～午後 4時）
○商品券販売について
　　　　　　・販売開始日の５月９日（日）から６月 30日（水）まで販売し、商品券に残りがある場合は、７月
　　　　　　　１日以降、１人 10冊まで購入できます。
　　　　　　・販売冊数には、限りがあります。売切れの時点で販売終了となりますので、あらかじめご了承ください。
○その他　　・詳しくは、町ホームページまたは各世帯に配布するチラシ等でご確認ください。

▼問　三春町商工会　　　　　　　☎ 62-3523
　　　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

愛姫特設
ウェブサイト ▼
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課等名・課長等名 施設グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水 道・宅 造

梶原和則

鈴木ひろ子

下 水 道

近内信二、増子伸一

渡邉一輝

企業局
局長　大内広三 62-2500

62-2500

教育課
次長兼課長
本間　徹

教 育 総 務 大内佳代子 小野寺百絵、武田修一、樽井真理 62-6310

久保知之学 校 教 育 62-6310

生涯学習課
課長兼交流館長
藤井　康

生 涯 学 習 佐久間久美 横田涼、佐藤祐梨子、橋本勝也 62-3837

佐久間正浩社 会 体 育 三瓶新太郎、松本未智瑠、松本葵 62-3837

歴史民俗資料館

渡辺貞子

平田禎文

町民図書館

藤井典子、西宏恵

新田由香里、内藤タケ

62-5263

62-3375

大内江利子児童生活センター 志賀真理子、木次谷真実、大内美和、佐川恵理 62-8666

議会
事務局長　永山　晋 橋本和宜、林有希奈 62-8124事 務 局

宗像秀幸、服部佑亮、宗像剛琉

伊本絵里、加藤太郎

建設課
課長　新野恭朗 建 　 設

橋本泰寿

佐藤智和

都 　 市 山口登美男、　佐藤光将

62-2115

62-2113

建 　 築 62-2113金田義隆

中野洋志（産業課／主任主査／農林水産省より派遣）、伊藤芙美（企画政策課／主査）、大橋佳恵（産業課／主事）、
吉田美穂（保健福祉課／副主事）、久保遥南（税務会計課／副主事）、松本光世（中郷幼稚園／副技師（教諭））、
松崎愛美（北保育所／副技師（保育士））、坂本直央（岩江幼稚園／技師（教諭））、
大山絵里（子育て支援課／技師（保健師））、遠藤麗美（副主事／住民課）、宗像剛琉（副主事／建設課）、
藤橋凪沙（税務会計課／副主事）、橋本勝也（生涯学習課／副主事）、冨塚喜斗（産業課／副主事）、
渡辺フミヤ（総務課／副主事）、伊藤　朗（企画政策課兼財務課／主任主査）、
新野徳秋（総務課付／主任主査／三春まちづくり公社派遣）、安部良明（企画政策課兼財務課／主任主査）、
佐久間孝夫（税務会計課／主任主査）、三瓶新太郎（生涯学習課／主査）

新採用等 （４月１日付）

退　職
伊藤　朗、新野徳秋、安部良明、村田浩憲、佐久間孝夫、佐藤公江、三瓶新太郎、隂山由美子、橋本加代子、
渡辺祥生、栁田陽子、佐藤哲郎

（3月 31日付）

派　遣
伊藤晴之（三春町土地改良区）、本田侑（田村広域行政組合）、千葉大知（三春町社会福祉協議会）、岩崎友也（農林水産省）、
渡部　薫（福島県）、新野徳秋（三春まちづくり公社）

○● 夏の軽装運動を実施します ●○
　省エネ対策の一環として、５月１日から 10月 31日までの間、職員の軽装（ノーネクタイ）運動を実施します。
　また、冷房の室内温度を高めに設定しますので、ご理解とご協力をお願いします。
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課等名・課長等名 施設グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

庶 　 務

自 治 防 災

佐久間島宏

今泉喜徳

文 書 情 報

大見友和

影山寛子、伊藤友太、桑原渉、杉原美里、本田一真

内野雅大、佐久間結萌

宗像久美子、大内幸博、渡辺フミヤ

総務課
課長　宮本久功 62-2111

62-8125

62-1114

財務課
課長　菊田誠子

財 務

小林　学

佐久間　貴

管 理 契 約

竹之内千智、星綾子

永井雄人、（伊藤朗）、（安部良明）

62-2132

62-2132

保健福祉課
課長　佐久間美代子

福 祉 菊田久光

介 護 保 険 魵澤ルミ子、緑川可那子

62-3166

62-3166

地域ケア推進 近内文、平野大介、木船愛、荒井由紀

髙橋朋子保 健 医 療 佐久間達意、人見千佳子、宗像雄也

62-5110

62-5110

儀同佐江子

大須賀美和

野村顕弘、星彩乃、吉田美穂

企画政策課
課長　渡辺　淳 62-1122企 画 政 策 大貫健一 伊藤朗、安部良明、佐久間佑樹、岩崎竜也、

伊藤芙美

住民課
課長　遠藤信行

住 　 民

松崎俊介国 保

佐久間薫、藤橋優美子、鈴木美香、増子未咲、根本佳奈、
遠藤麗美

八木千加子

62-8126

62-5110

志田公美

生 活 環 境 橋本　勝 影山貴啓、本田圭佑 62-2147

税務会計課
会計管理者兼
課長　荒井公秀

課 　 税

（荒井公秀）

根本義己

収 　 納 五十嵐美紗、玉川瑛斗

62-8127

62-2136

根本文子、佐久間孝夫、澤田瑛梨奈、冨塚俊樹、黒澤弘樹、
渡邊聖也、久保遥南

会 計 渡辺里美 栁田知美、藤橋凪沙 62-0330

子育て支援 大河原歩

遠藤宏子

増子房代、武内久美子、遠藤薫理 62-0055

新野美希子北 保 育 所 三輪美奈、遠藤英恵、吉田尚、緑川奈津美、松崎愛美 62-4133

岩江幼稚園

工藤綾子

新野久美子

中郷幼稚園 大石美香、橋本真理、井出知里、松本光世

024-956-2727

62-2875

母 子 保 健 伊藤佳子、大山絵里 62-0055

佐藤禎一保 育 松崎浩仲、松﨑理香 62-0055

渡辺幸、鈴木佑季子、吉田淳美、飯絢、中川詩織、
小林いちご、　野琴恵、降矢真衣、白籏佳苗、
菅野ゆづき、坂本直央

子育て支援課
課長　影山清夫

農業委員会
（事務局長 鴫原健二） 農業委員会事務局 久保田　浩 62-2112

産業課
課長　鴫原健二

農 　 林

遠藤　晃

宗像哲志

商 工 観 光

桑原弘美、中野洋志、滝田富崇、志賀瑞樹、冨塚喜斗

伊藤崇文、安田瞳、大橋佳恵

62-2112

62-3960

令和３年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図
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会
長　
　
相
川　
義
則

　
事
務
局
長　
栗
原　
玲
子

▽
連
絡
先

　
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
所

　
☎
62-

３
９
８
８
（
火・水・木
）

▼
沢
石
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
佐
久
間　
亨

　
事
務
局
長　
石
井　
勝
弘

▽
連
絡
先　
沢
石
会
館

　

☎
62-

８
４
７
２
（
火・水・木
）

▼
要
田
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
佐
久
間
勝
美

　
事
務
局
長　
渡
邉　
由
和

▽
連
絡
先　
要
田
交
流
館
大
平
荘

　
☎
62-

６
４
７
２
（
火・水・土
）

▼
御
木
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
渡
辺　
利
男

　
事
務
局
長　
国
馬　
　
守

▽
連
絡
先　
御
木
沢
地
区
公
民
館

　

☎
62-

８
４
７
１
（
火・木・土
）

ま
ち
づ
く
り
協
会

お
世
話
に

な
り
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

方
々
で
す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見

な
ど
は
、
区
長
さ
ん
へ
お
話
く
だ

さ
い
。（
敬
称
略
）

▼
三
春

　
佐
藤　
久
夫
（
大
町
）

　
橋
本　
三
郎
（
中
町
）

　
大
内　
長
久
（
八
幡
町
１
）

　
本
田　
儀
勇
（
八
幡
町
２
）

　
佐
久
間
誠
治
（
荒
町
上
）

　
橋
本　
文
四
（
荒
町
下
）

　
鴫
原　
　
実
（
北
町
）

　
大
内　
一
夫
（
新
町
１
）

　
横
山　
博
宣
（
新
町
２
）

　
橋
本　
　
勇
（
新
町
３
）

　
菅
井　
純
一
（
八
島
台
１
）

　
圓
谷　
彰
孝
（
八
島
台
２
）

　
人
見　
正
司
（
八
島
台
３
）

▼
沢
石

　
佐
久
間　
亨
（
実
沢･

青
石
）

　
佐
久
間
正
敏
（
富
沢
）

▼
要
田

　
門
馬　
武
弘
（
熊
耳
）

　
大
内　
　
馨
（
南
成
田
）

　
橋
本　
和
良
（
北
成
田
）

　
佐
藤　
公
成
（
庄
司
）

▼
御
木
沢

　
影
山　
和
利
（
元
町
）

　
鹿
又　
喜
一
（
栄
町
）

　
本
田　
正
夫
（
平
沢
１
）

　
伊
藤　
　
茂
（
平
沢
２
）

　
新
保　
徳
義
（
御
祭
３
）

　
渡
辺　
　
勉
（
御
祭
４
）

　
渡
辺　
利
男
（
七
草
木
）

▼
岩
江

　
菅
野　
栄
章
（
山
田
）

　
荒
木　
義
久
（
上
舞
木
）

　
佐
久
間
至
啓
（
下
舞
木
１
）

　
國
分　
　
司
（
下
舞
木
２
）

　
上
野　
明
吉
（
下
舞
木
３
）

　
髙
橋　
信
男
（
下
舞
木
４
）

▼
中
妻

　
橋
本　
信
男
（
鷹
巣
）

　
鈴
木　
忠
勝
（
斎
藤
）

　
渡
辺　
直
幸
（
沼
沢
）

　
千
葉　
朝
雪
（
西
方
）

▼
中
郷

　
橋
本　
知
典
（
滝
）

　
鈴
木　
貞
男
（
柴
原
）

　
武
田　
　
繁
（
込
木
）

　
鈴
木　
孝
男
（
芹
ケ
沢
）

　
影
山　
郁
雄
（
貝
山
）

　
栁
沼
美
恵
子
（
春
沢
）

　
影
山　
輝
男
（
狐
田
）

　
八
木
沼
保
一
（
過
足
）

　
近
内　
　
弘
（
根
本
）

　
田
村　
信
也
（
樋
渡
）

　
増
子　
隆
之
（
蛇
石
）

消
防
団
幹
部

　
明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

▼ 

沢
石
分
団

　

 

分
団
長　
　
菊
地　
和
裕

　

 

副
分
団
長　
佐
久
間
優
樹

▼ 

要
田
分
団

　

 

分
団
長　
　
佐
久
間
美
彦

　

 

副
分
団
長　
大
内　
正
善

▼ 

御
木
沢
分
団

　

 

分
団
長　
　
橋
本　
康
幸

　

 

副
分
団
長　
鹿
又　
　
剛

▼ 

岩
江
分
団

　

 

分
団
長　
　
栗
山　
　
豊

　

 

副
分
団
長　
橋
本　
　
学

▼ 

中
妻
分
団

　

 

分
団
長　
　
影
山　
慶
憲

　

 

副
分
団
長　
千
葉　
一
彦

▼ 

中
郷
分
団

　

 

分
団
長　
　
黒
羽　
正
彦

　

 

副
分
団
長　
近
内　
　
勲

各
地
区
区
長

各
地
区
区
長

消
防
団
幹
部

▼
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
佐
藤　
一
也

　
事
務
局
長　
伊
丹
勇
次
郎

▽
連
絡
先　
岩
江
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

９
４
２-

０
０
９
２

　
　
（
火
・
水
・
金
）

▼
中
妻
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
佐
々
木
義
勝

　
事
務
局
長　
志
田　
善
一

▽
連
絡
先　
中
妻
地
区
公
民
館

　

☎
62-

１
１
８
１
（
火・木・土
）

▼
中
郷
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
協
会
長　
　
橋
本　
知
典

　
事
務
局
長　
橋
本　
周
一

▽
連
絡
先　
中
郷
地
区
交
流
館

　

☎
62-

６
１
２
５
（
火・水・木
）

▼ 

本
部

　

 

団
長　
　
　
石
井　
公
義

　

 

副
団
長　
　
赤
井　
幸
夫

　
 

分
団
長　
　
村
上　
輝
男

　
 

分
団
長　
　
榎
本　
英
基

▼ 
三
春
分
団

　

 
分
団
長　
　
人
見　
　
誠

　

 

副
分
団
長　
幕
田　
祐
二

▼問　各地区区長・消防団幹部　総務課自治防災グループ　　　☎ 62-1114　FAX61-1110
　　　各地区まちづくり協会　企画政策課　企画政策グループ　☎ 62-1122　FAX61-1110
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町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

　昨年大好評だった「さくらマルシェ」を今年度も開催します！

　管理栄養士による健康を考えたヘルシーランチの販売やレシピの提供、

「ブリキイヌ」さん「桜工房」さんのスィーツやお惣菜、旬の野菜販売な

ども企画しています。

　ぜひ、お越しください。

　　○場所：三春病院正面玄関前
　　○日時：5月 26日（水）
　　　　　　午前11時～午後1時

さくらマルシェ開催します（毎月第4水曜日 開催）

　4月中旬に「売店みはる」としてリニューアルオープンしました。

　入院に必要な日用品はもちろん、お菓子や飲み物、お弁当やパ

ンなどの品ぞろえも充実しました。

　入院時に便利な着替えやタオルなど、レンタルのお申込みも売

店で行います。ぜひご利用ください。

三春病院内の売店が新しくなりました

　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。

健康な生活のためのミニ講座や頭と体の健康体操を行っていますので、ぜひご参加ください。

▶　会場：三春町保健センター　参加費（お茶・お菓子代）：100 円
▶　日時：5月 6日（木）　午前 10時～ 11時 30分
▶　内容：健康体操、健康講座「乳がん検診（マンモグラフィ）について」

オレンジカフェ☆さくら　（毎月第1木曜日開催）

※当日参加も受付けております。

※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。

※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合が

　ありますので三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180
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令
和
３
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
宗
像

康
栄
先
生
が
ご
退
職
、
遠
藤
均
校
長
先
生
を

は
じ
め
９
名
の
先
生
方
が
本
校
よ
り
転
出
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
尾
形
幸
男
校

長
先
生
を
は
じ
め
10
名
の
先
生
方
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
間
も
な
く
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
田
村
高
校
。
多
く
の
出
会
い
と
別
れ
が
あ

り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
前
進
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

81
　
kg
級
出
場

　

後
藤
達
人
君
（
体
育
科
２
年　

行
健
中
）

　

無
差
別
級
出
場

　

伊
藤
大
峰
君
（
体
育
科
３
年
）

　

女
子
48
　
kg
級
出
場

　

吉
田
早
希
さ
ん
（
普
通
科
３
年　

小
野
中
）

ボ
ー
ト
競
技

　
女
子
舵
手
付
き
ク
オ
ド
ル
プ
ル
出
場

　

渡
辺　
　

茜
（
普
通
科
２
年  

船
引
中
）

　

安
瀬　

愛
里
（
普
通
科
２
年  

船
引
中
）

　

岩
谷　

春
花
（
普
通
科
２
年  

西
田
学
園
中
）

　

黒
木　

春
奈
（
普
通
科
２
年  

船
引
中
）

　

壁
谷　

聖
佳
（
普
通
科
２
年  

船
引
中
）

　

４
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
５
回
三
春
町
愛

姫
行
列
に
向
け
て
、
本
校
格
技
場
に
町
の
実

行
委
員
で
あ
る
村
上
幸
子
さ
ん
、
佐
久
間
佳

子
さ
ん
、
過
足
文
子
さ
ん
、
川
又
満
江
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
紙
芝
居
と
行
進
・
舞
踊
の
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
参
加
す
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
、
弓
道
部
、
希

望
者
の
生
徒
達
29
名
（
男
子
12
名
、
女
子
17

名
）
は
、
ま
ず
始
め
に
愛
姫
に
ま
つ
わ
る
紙

芝
居
を
観
覧
し
、
愛
姫
行
列
の
由
来
や
三
春

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
日
に
向
け
て
男
子
は
行
進
練
習
、
女
子
は

舞
踊
「
さ
く
ら
」
と
隊
列
の
指
導
を
受
け
、

本
番
に
向
け
て
生
徒
達
は
皆
、
実
行
委
員
の

皆
さ
ん
の
話
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
全
う
し
よ
う
と
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
番
の
愛
姫
行
列
の
よ
う
す
に
つ
い
て

は
、
次
回
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
全
国
選
抜
大
会
は
、
多

く
の
方
の
協
力
と
尽
力
に
よ
り
、
感
染
対
策

を
万
全
に
し
な
が
ら
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
晴
れ
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
競

技
と
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

　
男
子
個
人
出
場

　

青
木
大
和
君
（
普
通
科
３
年　

行
健
中
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

　
男
子
個
人
＋
１
０
２
kg
級　
第
６
位

　

荒
木
仁
志
君
（
体
育
科
２
年　

喜
久
田
中
）

　
女
子
個
人
55 kg
級　
第
10
位

　

石
井
さ
や
香
さ
ん

　
（
普
通
科
３
年　

西
田
学
園
中
）

柔
道
競
技

　
男
子
60
　
kg
級　
ベ
ス
ト
16

　

吉
田
晴
平
君
（
体
育
科
３
年　

行
健
中
）

　

３
月
16
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
グ

ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
体
育
科
１
・

２
年
生
に
よ
る
ス
キ
ー
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
の
実
習
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
宿

泊
に
お
い
て
も
充
実
し
た
感
染
対
策
を
施
す

こ
と
が
で
き
る
裏
磐
梯
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
に

宿
泊
し
、
検
定
試
験
合
格
を
目
指
し
て
一
生

懸
命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２

級
に
３
名
、
３
級
に
34
名
、
４
級
に
37
名
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

早
朝
５
時
か
ら
の
各
部
の
朝
練
習
に
加

え
、
ふ
だ
ん
と
は
違
う
部
位
を
使
う
ス
キ
ー

実
習
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
心
身
の
疲
労

は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
各
自
が
休

養
や
栄
養
の
摂
り
方
な
ど
も
工
夫
し
、
大
き

な
ケ
ガ
等
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
競
技
力
の
向
上
に
加
え
、
人
間

力
の
向
上
も
図
れ
た
充
実
し
た
実
習
と
な
り

ま
し
た
。

☎

◆
体
育
科
ス
キ
ー
実
習

◆
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

◆
離
任
・
着
任
の
お
知
ら
せ

◆
愛
姫
行
列
に
向
け
て
由
来
を

　

学
び
、
踊
り
・
行
進
を
練
習

　

し
ま
し
た
！

元気・やる気・勇気の1年生

成長が著しい2年生

インストラクターも
驚くほどの上達ぶり

紙芝居の様子お世話になった４名の実行委員の皆様

女子の舞踊「さくら」の練習男子行進練習
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☎

☎
☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　R3. 5 月イベント情報
◆１日（土）・２日（日）　　　「削って作ろう虹色のクリスタルモチーフ」
◆３日（月）～5日（水）　   「放射線を遮へいする物を探してみよう！」
　　　　　　　　　　　　　 「森の木で動物マスコットをつくろう！」
◆8日（土）・9日（日）　　  「かんたんレントゲンを体験しよう！」
◆15日（土）・16日（日）　「浮沈子をつくろう！」
◆22日（土）・23日（日）　「芳香剤をつくろう！」
◆29日（土）・30日（日）　「風力発電を体験しよう！」
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　恐竜の世界、深海（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがありますので、予めご了承く
　　ださい。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　受付での検温にご協力ください。また、館内ではマスクの着用をお願いします。

　　　　　　　福島県環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　　今回は日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センターの佐々木祥人さんです。

　調査地では、樹木やきのこを採取、分水を採取し、森林内でどのように放射性セシウムが動くかを調べています。
採取してきた試料を分析してデータを積み重ねることによって、樹木やきのこなどが将来どれくらいの放射性セシウム
濃度になるのかを明らかにすることを目指しています。研究成果をもとにした情報サイトもございます。スマホ等でＱＲ
コードを読み込みますとサイトに移動できますので是非ご覧ください。
細かい研究成果を知りたい方のための情報サイトが更新されました（右図）。

○森林内における放射性セシウムの動きに関する調査研究を行っています

◎研究者
　日本原子力研究開発機構
　廃炉環境国際共同研究センター  環境動態研究グループ　佐々木　祥人
　環境創造センターのある田村西部工業団地まで三春の街を通って自転車で通勤していま
す。森林での調査を続けているせいか、通勤の際に四季の木々の変化に目がいきます。春の
芽吹きの時期には山菜が、秋の落葉の時期にはきのこが気になります。

森林での調査（きのこを採取しているようす）

福島総合環境情報サイト
https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/
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このコーナーでは、最近行われた行事
や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。

一時預かり事業が始まりました

　４月から一時預かり事業が始まりました。
　４月３日、三春町地域子育て支援センターにおいてオープニ
ングセレモニーが行われ、町長あいさつのあと、ミニくす玉を
割りオープンを祝いました。
　明るい保育室には、お子さんの笑顔があふれていました。
　
【一時預かり事業】
○こんな時にご利用ください。
　・保護者の方の心理的肉体的負担の軽減、私的な理由
　　（美容室・買い物など）
○預かり場所
　・三春町地域子育て支援センター（三春町字大町７- １）
○利用できる児童
　・三春町在住で在宅の乳幼児（生後６ヵ月から３歳まで）
　※保育所、幼稚園、認定こども園等に通っている、または在
　　籍している乳幼児はご利用いただけません。
○利用時間
　・火曜日～土曜日、午前９時～午後４時 30分
　　※日・月曜日、祝祭日、年末年始（12月29日から１月３日）、
　　　臨時休業日はご利用いただけません。
　・利用限度日数：原則月４回、利用可能時間：４時間以内
○利用料金
　・１時間 300 円、延長料金は 300 円で最大１時間です。
○利用にあたって
　・ご利用の際は、事前登録・面談が必要です。

　詳しくは子育て支援センターにお問い合わせください。

▼問　子育て支援センター　　　　　　　　☎６２-０５５５　
　　子育て支援課　子育て支援グループ　☎６２-００５５

　毎年、新入学生にCO・OP共済のご厚意によりランドセルカバーを配布しています。
　今年度は、三春町のマスコットキャラクター「こまりん」とコラボし
ました。
　毎日の登下校の新入学生の交通安全を「こまりん」がしっかりと見
守ってくれています。

新入学生のランドセルカバーのデザインが「こまりん」に！

新入学生のランドセルカバー

※こまりんは、三春町の民芸品「三春駒（黒）」をモチーフに
　したキャラクターです。
　「三春駒（黒）」は子育てのお守りとして親しまれています。
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　３月 27 日に郡山市で東京２０２０オリンピック聖火リレーが開催さ

れ、三春町ゆかりの聖火ランナーである大桃ひなたさん（田村高校・上

舞木）が走行しました。

　沿道の声援に応えながら、次のランナーへ聖火をつなぎました。

郡山市で聖火リレーが開催されました

　令和３年度三春町消防団辞令交付式が４月４日に三春交流館「まほら」で行われました。
　初めに、石井団長から、令和２年度消防功労者消防庁長官表彰で受章した表彰旗の報告を行いました。町村合併
後、三春町消防団では初の受章となります。（下記に詳細記載）
　辞令交付式では、団長から榎本本部分団長に再任辞令が交付され、次に分団長をはじめとする退団者、幹部への
昇任者、新入団者へ辞令が交付されました。
　この度、退団された皆さんには、長年、地域の要として消防団活動に専念していただき、本当にありがとうございました。
　また、新たに入団された団員の皆さんには、若い力で先輩団員と共に地域の安心・安全のためご活躍を期待しています。
　新入団員については、随時募集していますので、下記問い合わせ先までご連絡ください。
　地域の安心・安全を守るため、ぜひ一緒に活動しましょう。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎６２－１１１４

　令和２年度消防功労者消防庁長官表彰において三春町消防団が表彰旗を受章しました。
　３月 30日、県中地方振興局において伝達式が行われ、石井公義団長へ賞状および表彰旗の伝達が行われました。
表彰旗は全国で 24の消防機関に贈られ三春町消防団では初の受章となりました。
　伝達式後、石井団長、赤井副団長で町長、副町長へ受章の報告をしました。
　受章報告では、石井団長から「諸先輩方のご尽力のおかげで今回、初めて受章することができました。引き続き
地域防災の要として予防消防活動に尽力します。」と報告がありました。

若い力で地域を守る！　令和３年度消防団辞令交付式挙行

祝　三春町消防団　消防庁長官表彰　表彰旗　受章！

訓示を述べる石井団長宣誓をする新入団員

郡山広域管内受章者との記念撮影 町長へ受章報告

東京２０２０オリンピック聖火ランナー　大桃ひなたさん
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　３月 29 日から 30 日までの３日間、魁春旗争奪全国高等学校選

抜柔道錬成三春大会が町民体育館で開催され、全国の強豪校や県内

からは田村高校、県南選抜チームなど計 13チームが出場しました。

　この大会は東日本大震災以降、宮城県女川町から三春町が引き継

いで開催しており、2016 年から大会名を「魁春旗争奪全国高等学

校選抜柔道錬成三春大会」として開催し、今回は三春町で開催を始

めて 10回目の記念大会となりました。

　新型コロナウイルス感染症対策のため、大会は無観客とし、会場

の消毒や換気などの感染症対策を行ったうえで開催しました。

　大会初日はトレーニング講習会と開会式、２日目に試合を行い、

３日目は錬成会を実施しました。

　今年の大会結果は崇徳高校（広島）が２年連続５度目の優勝を果

たし、田村高校は８強入りとなりました。

　選手たちは３日間を通して、日頃の練習の成果を発揮する熱い試

合を繰り広げ、交流を深めました。

○大会結果は次のとおりです。

　優　勝　崇徳高校（広島）
　準優勝　天理高校（奈良）
　第３位　神戸国際大学附属高校（兵庫）
　　　　　京都学園高校（京都）

第 10回記念魁春旗争奪全国高等学校選抜柔道錬成三春大会が開催されました

田村高校試合の様子

優勝校（崇徳）

金山　荒太さん（写真中央）

　令和 3年３月 18日、「第 29回ヤングリーグ春季大会（軟式野球

大会）」へ出場する、金山荒太さん（三春中学校２年生）が、三春

町役場を訪れ、全国大会への出場報告をしました。

　また、全国大会における活躍を期待し、町長から激励金が手渡さ

れました。

全国大会へ出場する選手へ激励金をお渡ししました
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川田　亜依さん（写真中央）

　令和 3年３月 24 日、「全国中学女子ソフトボール大会」へ出場

する、川田亜依さん（三春中学校２年生）が、三春町役場を訪れ、

全国大会への出場報告をしました。

　また、全国大会における活躍を期待し、町長から激励金が手渡さ

れました。

全国大会へ出場する選手へ激励金をお渡ししました

　４月７日に福浜大一建設株式会社の皆さんと役場建設課合同で、新町

橋から雁木田橋間の桜川河川内の清掃作業を行いました。福浜大一建設

株式会社では、三春町を訪れる方々に気持ち良く「まち歩き」を楽しんで

いただくことで『三春町の観光振興の一助となれば。』と、平成 29 年度

から「春の桜川清掃作業」を行っています。

桜川河川清掃作業を行いました

河川清掃のようす

　令和３年４月 10 日、春の「おもてなし」行事として恒例

となっている「愛姫行列」が開催されました。

　町中が桜色に染まった快晴の空の下、振袖姿の愛姫たちが

街なかを練り歩き、観光客の皆さんをおもてなししました。

▼問　お城山まつり実行委員会　　　
　　　　（三春町商工会内）☎ 62-3523

第５回愛姫行列が開催されました

　３月19日、岩手県一関市東山支所職員、和紙生産者が来町し、北成

田地区で栽培された楮（こうぞ）の刈り取り作業を行いました。

　楮（こうぞ）は、岩手県一関市東山町で800 年以上受け継がれる手漉

き和紙「東山和紙」の原料です。平成 23年に一関市から町へ寄贈され、

現在は、北成田しあわせ会が管理を行っています。

楮 (こうぞ )の刈り取り作業を行いました
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　令和３年４月８日、中郷小学校「滝桜を守る会」による滝桜周辺でのクリーンアップ・PR活動が行われました。
　参加した児童の皆さんは、満開の滝桜を背にゴミを拾いながら、手作りのパンフレットを観光客の皆さんへ配布しま
した。
　中郷小学校「滝桜を守る会」は、昭和57年に発足して以来、滝桜を通して地域のよさを知り、故郷を愛する心を育む
活動として行われています。

▼問　中郷小学校　☎ 62-3091

　三春町監査委員として４年間在任された村上弘さんが

３月31日付けで任期満了により退任されました。

　新たに、議会定例会３月会議で議会の同意を得た鈴

木輝夫さんが三春町監査委員に選任されました。任期は

令和３年４月１日から令和７年３月31日までです。

▼問　総務課　庶務グループ　☎６２－２１１１

中郷小学校「滝桜を守る会」によるPR活動が行われました

新しい監査委員が就任しました

選任された鈴木輝夫さん 退任された村上弘さん

　４月10日、さくら湖流域の住民や関係団体で構成さ
れる「さくら湖流域協働ネットワーク」主催で「さくらの
里クリーンアップ作戦」が、さくら湖周辺の向山森林公園、
さくらの公園、石畑水生生物観察園などで行われました。
　昨年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と
なりましたが、本年は感染防止対策を行ったうえでの開
催となり、約 180 名の参加がありました。

「さくらの里クリーンアップ作戦」が行われました

A 班：石畑コース

B班：向山コース C班：さくらの山コース
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　伊藤トリさんが３月 25 日に満 100 歳を迎えられ、３月 28 日に割烹
八文字屋にて賀寿贈呈式が行われました。
　伊藤さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀寿
と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られたほか、お孫さんか
ら花束と祝品が贈られました。
　伊藤さんの長生きの秘訣は牛乳を毎日飲むことだそうです。
　また 95 歳までは農作業をしていたそうです。伊藤さんの益々のご長
寿をお祈りしています。

　𣘺本チヨさんが３月 27日に満 100 歳を迎えられ、同日、施設にて賀
寿贈呈式が行われました。
　𣘺本さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀寿
と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られたほか、施設からは
花束が贈られました。
　𣘺本さんの長生きの秘訣は歌って踊ることだそうです。
　また、お風呂に入ることが楽しみなのだそうです。𣘺本さんの益々の
ご長寿をお祈りしています。

▼問　保健福祉課　福祉グループ　☎６２－３１６６

　株式会社 市川組　代表取締役　市川幹雄様から新庁舎完成記念とし

て、４月８日、三春町役場において500 万円相当の記念品寄附目録の

贈呈が行われました。

　また、市川幹雄様および株式会社 市川組様には町への多額の寄附に

対して紺綬褒章が授与されました。

市川幹雄様寄附および紺綬褒章伝達

百歳賀寿おめでとうございます

伊藤　トリさん

𣘺本　チヨさん

　5月 6日から新しい庁舎での業務が始まります。

　素晴らしい環境で業務ができるようになりましたことに深く感謝申し上げます。

　少子高齢化、新型コロナウィルス感染症など様々な困難はありますが、これから先も日常生活の

質を落とさない、心豊かに暮らせるまちづくり行政を推進して参ります。

　高度成長期には「すぐやる課」が全国で広がりました。

　これからの時代、前例にとらわれず創意工夫でなんとか問題を解決しようとする強い意思、「そこ

をなんと課」の精神で職員一同仕事に取り組んで参ります。

「そこをなんと課」の精神で
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶
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三春交流館運営協会自主事業

自然観察ステーション 5月のイベント情報

☎

★ 星を見る会

★ カブトムシの幼虫採集

　春の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 5月 7日（金）・15日（土）　午後7時～９時
▶ 集合場所　 ステーション天文台　　▶ 持 参 品　 寒くない服装
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円
※天候不良の時は、中止となる場合があります。

　カブトムシの幼虫を採集し、幼虫から羽化するまでの学習をします。
　（実施場所：ボート場ほか）
▶ 日　　時　 5 月 22 日（土）　午前 9時～正午
▶ 集合場所　 ステーション　　　　　▶ 持 参 品　 手袋（幼虫採集用）
▶ 参 加 費　 無料
内容が変更となる場合がございますので、詳細はお問い合わせください。

三浦章宏＆東誠三デュオリサイタル
　まほら開館記念の第 1回コンサートで、お二人の名
演をお聞きになった皆さんも多いことでしょう。今回
は、ヴァイオリニストの三浦章宏さんとピアニストの
東誠三さんの登場です。お二人は、ベートーベン生誕
250 年記念イヤーである昨年 6月、全国のホールの中
からここ「まほら」の大ホールを選び、その音響を信
頼してベートーベンのヴァイオリンソナタ第 8番「ク
ロイツェル」ほかを CD録音し「レコード芸術」誌な
どでも高く評価されました。今回のコンサートでは、
この CD に収録された 3曲を CD の発売を記念して演
奏します。三浦さんは、近年東京でベートーベンのヴァ
イオリンソナタの全曲演奏を実現させて絶賛されており、東さんは、このま
ほらでベートーベンのピアノソナタ全曲演奏および CD録音の偉業を成し遂
げています。ベートーベンの真髄を聴かせるこの実力派同士のデュオを是非
お楽しみください。

チケット好評発売中！
○開催日時
　令和３年６月 12日（土）　　開演　午後 3時（開場　午後 2時）
○会　　場
　三春交流館「まほら」まほらホール
○チケット代：前売券　一般３、０００円／高校生以下１、５００円
　　　　　　　※当日各５００円増
　（前売券完売の場合、当日券はございません。）
○座席　全席指定

▼問　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７

　安全に楽しく活動している山の会です。
　山を愛する皆さんの入会をお待ちしています。
　初心者大歓迎です。
　詳しくはお問い合わせください。
▼問・申込　　▽山本　☎ 090-7566-0167
　　　　　　　▽千葉　☎ 090-3759-8894

三春登山愛好会会員を募集します
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M-NAVI 交流館NEWS 5月のイベント情報

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎

趣
味
・
教
養

　私たちのスポーツ少年団は平成 12年にクラブチームとして発足し、平成 21年にスポーツ少年団登録をし、今
年で 21年目を迎えます。
　現在、指導スタッフは８名で、小学２年生から中学３年生の 45名がソフトテニスを楽しんでいます。練習は毎
週土曜日の午前中ですが、毎週木曜日（午後７時から９時まで）三春町民体育館で自主練習会も行っています。ま
た、合宿や芋煮会、ボーリング交流会等を開催し、団員および保護者間の親睦も図っています。
　随時、団員を募集しております。一緒にソフトテニスを楽しんでみませんか。
◯練 習 日　毎週土曜日午前中（中学生は午後）
◯練習場所　田村西部工業団地内夕陽ヶ丘公園テニスコート（４月～ 11月）
　　　　　　三春町民体育館・旧要田中体育館等（12月～３月）
◯団 員 数　小学生 23名、中学生 22名（令和３年２月現在）

▼問　興味のある方は村田（☎ 090-2276-3005）まで

　新型コロナウィルス感染症の収束が見込めないため、隔年で実施しておりました、「アメリカ短期留学（アメリ
カサマーキャンプ）」を中止し、天栄村にある「ブリティッシュヒルズ」で行う国内研修といたします。
　英国生活を体験しませんか。事前研修として 6月から月 2回程度、ワークショップやグループワークなども実
施します。
　感染症対策を施しながら実施いたしますので皆さんの参加をお待ちしております。
◯国内研修場所　ブリテッィシュヒルズ（天栄村）　　　　　◯研修期間　令和 3年 8月 18日～ 20日（2泊 3日）
○事前研修　令和 3年 6月から 5回程度　　　　　　　◯募集人数　三春町在住の中・高校生 16名
◯参加費用　個人負担 3 万円程度　（町で総額の 3分の 2以内を助成します。）
○募集期間　令和3年5月1 日から5月26日　募集人員を超えた応募者があった場合は、 抽選により決定します。
○申込用紙　申込用紙は三春交流館「まほら」にあります。ホームページからもダウンロードできます。

▼問　交流館 「まほら」 　☎ 62-3837

　三春町ソフトテニス協会では、次のとおり、小学生親子ソフトテニス教室を開催しますので、ぜひご参加ください。

◯開 催 日　６月５日（土）～７月10日（土）　　午前９時～ 11時（毎週土曜日全６回）
◯場　　所　田村西部工業団地内夕陽ヶ丘公園テニスコート
◯対　　象　小学生とその保護者（子供のみも可）10組程度　◯参 加 費　一人 1,500 円（ボール代、保険料など）
◯申込期限　５月20日（木）
◯そ の 他　ラケットをお持ちでない方にはお貸しします。運動のできる服装でおいでください。

▼問・申込　佐久間和守　☎ 62－５５８２

三春船引ジュニアソフトテニスクラブスポーツ少年団を紹介します

三春町中高生姉妹都市派遣事業
令和3年度国内留学（サマーキャンプ）参加者募集

小学生親子ソフトテニス教室開催

三春ロータリークラブ創立50周年記念式典記念講演会 　　　　　　　　　　 【三春ロータリークラブ:62-2334】
13：00～15:30
まほらホール
自由席　無料

5月／
9日（日）

この講演会は「宮沢賢治作・楢ノ木大学士の野宿」を田村高校演劇部と
三春中学校生徒が朗読を担当し、福島の大地を楽しく学びます。　

三春磐州市「さつき市」 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  【三春磐州市実行委員会(橋本紀子):62-5757】

11：00～13:00
交流広場

5月／
15日（土）

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ますので、是非
お越しください。
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉
対　象行　事 日　時 場　所

5月11日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

〈子育て支援課　母子保健グループ　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）
3～4か月児 令和3年1月11日

～2月10日生まれ
母子手帳、問診票、子どもノート、大き
めのバスタオル

5月18日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和2年7月1日
～7月31日生まれ

5月26日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児
母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、
コップ

令和元年10月1日
～10月31日生まれ

5月20日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバスタ
オル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用
歯ブラシ、コップ

平成29年11月6日
～11月25日生まれ

5月19日（水）
個別に案内 三春町保健センター

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555　FAX62-0555〉
★ 地域子育て支援センターは、開館日・利用時間が変わりました。ぜひ遊びにきてください。
★ 利用時間　午前9時～午後4時 30分　開館日：火曜日～土曜日

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

就学前の5月生まれの
お子さんと保護者

手作りの誕生カードに身長・体重や手形を押してつくります。
大きなケーキを囲んで5月生まれのお友達をみんなでお祝い
します。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予
　約をお願いします。

お誕生会
5月生まれ（要予約）

5月27日（木）
午前11時30分～
11時45分
申込期限5月21日（金）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

※身長、体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さん
　との時間を持ってみませんか。（母子手帳をご持参ください）
※離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話
　が聞けます。

のびのびの日 5月28日（金）
午前10時～12時

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね”
5月7日（金）
午前11時30分～
（10分程度）

就学前のお子さんと
保護者

季節のせいさくを親子で自由につくり持ち帰ります。たのしいせいさく
5月21日（金）
午前11時30分～
11時45分

就学前のお子さんと
保護者

運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び
をします。おやこ運動遊び教室

5月12日（水）
午前10時15分～
12時（要予約）
申込期限5月7日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

地域子育て
支援センター

行　事 日　時 場　所 内　容

5月8日（土）
午前９時30分集合
申込期限5月6日（木）

５月２２日（土）
午前９時集合
午前９時30分～12時
申込期限５月14日（金）

内　容：「野菜の苗植え」
　　　 普段食べている野菜の苗を見たことがあるかな？どんな風に
　　　  育つのか、観察してみよう。
参加料：無料
持ち物：汗拭きタオル・軍手
対　象：小学生
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　 （岩江センター内）へお申し込みください。
内　容：「カブトムシの幼虫を探そう！！」
　　　 今年度最初の理科クラブです。バスで自然観察ステーション
　　　 に向かい、自分でカブトムシの幼虫を探して、持ち帰ります。
参加料：無料
持ち物：帽子・水筒・タオル・汚れてもよい靴（長靴等）
対　象：小学生

野菜の苗植え

理科クラブ

岩江センター

三春小学校内
わんぱくクラブ室

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします
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近
年
、
全
国
的
に
児
童
に
対
す

る
虐
待
や
傷
害
事
件
が
後
を
た
た

な
い
な
ど
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

お
り
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全

体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と

と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
第
一

歩
と
な
り
ま
す
。

　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
」
ま

た
は
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
」
を
発
見
し
た
際
に
は
、

左
記
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ
れ

あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
お
茶
（
ノ
ン

カ
フ
ェ
イ
ン
）
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
持
ち
で
、
助
産
師

や
保
健
師
に
相
談
を
し
た
り
、
同

じ
子
育
て
を
し
て
い
る
方
と
お
話
を

し
ま
せ
ん
か
？　

参
加
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

　
　
　

 

お
よ
び
対
象
者
の
ご
家
族

○
内
容

　

・
産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　

・
乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　
　

相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て

　
　

に
つ
い
て
の
相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

○
日
時 

５
月
13
日
（
木
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

保
育
士
、
助
産
師
、
保
健
師

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
５
月
11
日

子
ど
も
・
親
子

　
（
火
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
０
５
５
５

子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
ど
も

の
言
動
の
意
味
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
悩
み
を
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
は
完

全
予
約
制
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

相
談
日
の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の

場
合
は
そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て

支
援
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
願
い

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

毎
年
５
月
５
日
か
ら
１
週
間
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
、
こ
れ
は
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
国
民
全
体
の
願
い

で
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や

地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

未
来
の
担
い
手
と
し
て
個
性
豊
か
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け
る
よ
う
環

境
・
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体

で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普

及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語

　
『
あ
た
た
か
い

　
　
　
こ
と
ば
が
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

  

こ
こ
ろ
の
わ
』

子
ど
も
・
親
子

年　
金

年　

金

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
町
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
分
（
令
和
３
年
７

月
分
か
ら
令
和
４
年
６
月
分
ま
で
）

の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
３
年
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場

合
、
令
和
２
年
２
月
以
降
の
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る

特
例
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て

い
た
期
間
が
あ
る
方
は
、
一
度
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
町
役
場
の
国

民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

5月 6日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

5月18日㈫ 久保木優紀先生① 9:10～10：10
②10:30～11：30

開催日 時　間 公認心理師
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①
75
％
軽
減

　
電
気
軽
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽
自

　
動
車

　
　
（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
基
準

　
　

10
％
低
減
ま
た
は
平
成
30

　
　

年
排
出
ガ
ス
規
制
適
合
）

②
50
％
軽
減

　
乗
用

　
　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）
を
内

　
　

燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車
両

　
　

か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　
　

基
準
75
％
低
減
達
成
ま
た
は

　
　

平
成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準

　
　

50
％
低
減
達
成
、
か
つ
令
和

　
　

２
年
度
燃
費
基
準
＋
30
％
達

　
　

成
車

　
貨
物

　
　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）
を
内

　
　

燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車
両

　
　

か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　
　

基
準
75
％
低
減
達
成
ま
た
は

　
　

平
成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準

　
　

50
％
低
減
達
成
、
か
つ
平
成

　
　

27
年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達

　
　

成
車

③
25
％
軽
減

　
乗
用

　
　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）
を
内

　
　

燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車
両

　
　

か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　
　

基
準
75
％
低
減
達
成
ま
た
は

　
　

平
成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準

　
　

50
％
低
減
達
成
、
か
つ
令
和

　
　

２
年
度
燃
費
基
準+

10
％
達

　
　

成
車

〈
経
年
車
重
課
〉

　

初
度
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
車
両
に
つ
い
て
、
標
準
税
率
の
概

ね
20
％
を
重
課
す
る
。

　

※
令
和
３
年
度
の
重
課
対
象

　
　

平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に

　
　

初
度
検
査
を
し
た
車
両

〈
グ
リ
ー
ン
化
特
例
〉

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
度
検
査

を
受
け
た
車
両
で
、
一
定
の
環
境
性

能
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
取
得

の
翌
年
度
分
に
限
り
、
税
率
を
軽
課

す
る
。

令
和
３
年
度
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
当

該
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
登
録

し
て
い
る
車
両
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
期
限

　

令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）

税
額

○
二
輪
車
な
ど

○
軽
四
輪
車
な
ど

　

初
度
検
査
の
年
月
に
よ
り
税
率

が
変
わ
り
ま
す
。
初
度
検
査
の
年
月

は
自
動
車
検
査
証
の
「
初
度
検
査
年

月
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

初
度
検
査
…
初
め
て
車
両
番
号

の
指
定(

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付)

を
受
け
た
と
き
の
検
査

税　
金

　
貨
物

　
　

揮
発
油
（
ガ
ソ
リ
ン
）
を
内

　
　

燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
車
両

　
　

か
つ
、
平
成
17
年
排
出
ガ
ス

　
　

基
準
75
％
低
減
達
成
ま
た
は

　
　

平
成
30
年
排
出
ガ
ス
基
準

　
　

50
％
低
減
達
成
、
か
つ
平
成

　
　

27
年
度
燃
費
基
準
＋
15
％
達

　
　

成
車

　

※
排
出
ガ
ス
基
準
お
よ
び
燃
費

　
　

基
準
の
達
成
状
況
は
、
車
両

　
　

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ッ

　
　

カ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

　
　

き
ま
す
。
ま
た
、
燃
費
基
準

　
　

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
　

車
検
証
の
備
考
欄
に
も
記
載

　
　

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
ー
が
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
対
象
と
な

り
ま
し
た

　

道
路
運
送
車
両
法
の
改
正
に
よ

り
、
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
け
ん

引
さ
れ
る
農
作
業
機
は
、
条
件
を

満
た
す
こ
と
で
、
農
耕
作
業
用
ト

レ
ー
ラ
と
し
て
公
道
走
行
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

小
型
特
殊
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

に
け
ん
引
さ
れ
る
も
の
は
、
軽
自

動
車
税(

種
別
割)

の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
役
場
で
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問

　

税
務
会
計
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

自
動
車
税
種
別
割
は
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸

支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有

者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合

は
使
用
者
）
が
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
全
国
の
主
な

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に
よ
り

届
か
な
い
場
合
は
左
記
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務

者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税(

種
別

割)

が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
・
申
請

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部　

課
税
第
二
課

　
（
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１
番
１
号
）

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
６
１

 原付
2,000円50cc以下
2,000円50cc超90cc以下
2,400円90cc超125cc以下
3,600円二輪
3,600円ボートトレーラー

2,400円農耕作業用のもの
5,900円その他のもの

6,000円二輪の小型自動車
 小型特殊

 軽自動車

ミニカー 3,700円

区分  税率(年税額)

4,500円 3,000円 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
8,200円 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
6,000円 4,000円 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

4,600円 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

貨物（営業用）
乗用（営業用）
貨物（自家用）
乗用（自家用）
三 輪

区 分

四 
輪

平成27年 3月 31日
以前に初度検査した
軽自動車

平成27年 4月 1日以降に
初度検査した軽自動車

経年車重課※
（初度検査から
13 年超の経年
車に係る税率）

左記
（経年車）
以外

標準税率
グリーン化特例※（軽課税率）
（取得の翌年度分に限る。）

75％軽減 50％軽減 25％軽減

12,900円 7,200円 円 2,700円 5,400円 8,100円10,800
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る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
評
価
額

は
評
価
対
象
と
な
る
家
屋
の
評
点

数
を
求
め
、
そ
れ
に
評
点
一
点
当
た

り
の
価
格
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

在
来
分
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
評
価
替
え
の
結
果
、
算
出
さ

れ
た
評
価
額
が
前
年
度
の
評
価
額

を
超
え
る
場
合
は
、
前
年
度
の
評
価

額
に
据
置
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
増
改

築
、ま
た
は
損
壊
等
が
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
再
評
価
さ
れ

ま
す
。

　

※
再
建
築
価
格
と
は

　
　

再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
対
象

　

と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の

　

を
、
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の

　

場
所
に
新
築
す
る
と
し
た
場
合

　

に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
を
い

　

い
ま
す
。
ま
た
、
再
建
築
費
評
点

　

数
の
算
出
方
法
は
、
新
築
、
増

　

築
家
屋
等
の
「
新
増
分
」
家
屋
と

　

す
で
に
評
価
が
行
わ
れ
固
定
資

　

産
課
税
台
帳
に
価
格
等
が
登
録

　

さ
れ
て
い
る
「
在
来
分
」
家
屋
と

　

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問

　

税
務
会
計
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

税　

金

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
基
準
年
度
（
３
年
ご
と
）

に
適
正
な
評
価
額
と
な
る
よ
う
見

直
し
を
行
う
評
価
替
え
を
行
い
、
賦

課
期
日
（
１
月
１
日
）
現
在
の
価
格

を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
そ
の
評
価
替
え

の
年
に
あ
た
り
、
見
直
さ
れ
た
評
価

額
は
原
則
と
し
て
令
和
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す
（
地

価
の
下
落
に
よ
る
価
格
の
修
正
を

除
く
）。

　

詳
し
く
は
、
お
送
り
し
た
納
税
通

知
書
等
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
土
地
に
対
す
る
課
税

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、
現
行
の
負
担
調
整
措
置
が
３

年
間（
令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
）

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
負
担
調
整
措
置

は
、
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
評

価
額
が
急
激
に
上
昇
し
た
場
合
で

も
、
税
額
の
上
昇
が
緩
や
か
な
も
の

に
な
る
よ
う
、
課
税
標
準
額
を
徐
々

に
本
来
の
額
に
近
づ
け
て
い
く
も

の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
（
個
々

の
土
地
の
前
年
度
課
税
標
準
額
が

今
年
度
の
評
価
額
に
対
し
て
ど
の

程
度
ま
で
達
し
て
い
る
か
を
示
す

数
字
）
を
算
出
し
、
負
担
水
準
が

高
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
下
げ

た
り
、
据
え
置
い
た
り
す
る
一
方
、

負
担
水
準
が
低
い
土
地
は
税
負
担

を
引
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

○
家
屋
に
対
す
る
課
税

　

家
屋
の
評
価
は
、
固
定
資
産
評
価

基
準
に
よ
り
再
建
築
価
格
（
※
）
を

基
準
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て
求
め

　

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、

負
担
調
整
措
置
等
の
結
果
、
課

税
額
が
上
昇
す
る
土
地
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
に
限
り
、
令

和
２
年
度
の
税
額
に
据
え
置
き

ま
す
。(

土
地
の
地
目
の
変
換
な

ど
に
よ
っ
て
評
価
額
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
を
除
き
ま
す
。）

負担調整措置に
よる土地の固定
資産税

課税標準額が上がった土地

令和３年度に限り、原則として
税額が据え置きになります

課税標準額が下がった土地

下がった課税標準額に基づき
課税されます

※令和３年５月１日から、三春町の町税等がスマートフォン決済アプリで納付できますのでご利用ください。
対象となる税金
　〇町県民税（普通徴収）　　〇軽自動車税（種別割）　〇固定資産税　
　〇国民健康保険税　　　　 〇介護保険料　　　　　  〇後期高齢者医療保険料

利用できるスマートフォン決済アプリ
　□PayB □楽天銀行コンビニ支払いサービス □ LINE Pay □ PayPay □ FamiPay

利用方法
　①　上記アプリをインストールし、アプリを起動してください。
　②　税金の納付書に印字されているバーコードを読み取ってください。
　③　支払い内容を確認し、支払いボタンを押してください。
　④　支払い完了画面が表示されれば、支払い終了となります。

ご利用上の注意事項
　☆納期限が過ぎている納付書、金額が訂正してある納付書、バーコードのない納付書、傷や汚損によりバー
　　コードが読み取れない納付書、１枚あたりの金額が 30万円を超える納付書はご利用できません。
　☆領収証は発行されませんので、各アプリの「利用明細」をご確認ください。
　☆アプリのご利用については無料ですが、パケット通信料は利用者負担となります。

▼問　税務会計課　収納グループ　☎６２ー２１３６

スマートフォンから税金や保険料が納付できます！

各種アプリの
ダウンロードが
必要になります！

詳しい内容は
ホームページで
確認しましょう！
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令
和
３
年
度　

奨
学
金
返

還
支
援
事
業
申
請
受
付
開

始
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
将
来
を
担
う
若
者
の

定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
、
町
に

定
住
し
て
就
業
す
る
方
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。

◯
対
象
と
な
る
条
件

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、
そ

　
　

の
返
還
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

・
奨
学
金
の
返
還
に
際
し
、
他

　
　

か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
な

　
　

い
こ
と
。

　

・
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
継

　
　

続
し
て
町
内
に
定
住
す
る
こ

　
　

と
。

　

・
正
規
雇
用
に
よ
り
就
業
し
、

　
　

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ

　
　

と
。（
た
だ
し
、
公
務
員
を

　
　

除
く
。）

　

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◯
助
成
金
の
対
象
期
間
お
よ
び
助

　
成
額

　

・
助
成
金
の
対
象
期
間
は
、
町

　
　

内
に
住
民
登
録
を
行
っ
た
日

　
　

以
降
の
奨
学
金
を
返
還
す
る

　
　

期
間
で
、
最
長
96
月
分
を
対

　
　

象
と
し
ま
す
。

　

・
助
成
金
の
交
付
は
、
年
度
ご

　
　

と
に
行
い
ま
す
。申
請
が
あ
っ

　
　

た
年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学

　
　

金
の
額
〔
※
最
大
18
万
円
（
交

　
　

付
額
の
う
ち
15
％
は
、
協
同

　
　

組
合
み
は
る
ス
タ
ン
プ
会
が

　
　

発
行
す
る
商
品
券
）〕
を
助

　
　

成
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
を
近
づ
け
な
い
環
境
づ
く

り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

〜
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所

か
ら
の
ご
案
内
〜

　

平
成
27
年
９
月
２
日
以
降
に
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
自
然
災

害
（
注
１
）
に
よ
り
影
響
を
受
け

ら
れ
た
個
人
や
個
人
事
業
主
の
方

に
つ
い
て
、「
自
然
災
害
被
災
者

債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・

減
額
（
注
２
）
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
注
１
）
令
和
元
年
台
風
第
19
号
、

　

令
和
３
年
福
島
県
沖
を
震
源
と

　

す
る
地
震
等
が
該
当
し
ま
す
。

（
注
２
）
債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定

　

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
や
借
入
先

　

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

　

受
け
ら
れ
た
方
は
、従
前
の
「
個

　

人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

　

ン
」
が
令
和
３
年
３
月
31
日
を

　

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

　

４
月
１
日
以
降
は
本
ガ
イ
ド
ラ

　

イ
ン
に
よ
り
債
務
整
理
を
申
し

　

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の

金
融
機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
事

業
開
始
に
つ
い
て

　

性
暴
力
の
悩
み
に
つ
い
て
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
い
ま
せ
ん
か
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
匿
名
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
実
施
曜
日
・
時
間

　

毎
週
月
曜
日
、
水
曜
日
、
土
曜
日

　

午
後
５
時
〜
９
時

○
相
談
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

https://curetim
e.jp

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

ツ
イ
ッ
タ
ー

　

h
ttp

s://tw
itter.co

m
/　

curetim
e1

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　

https://w
w
w
.instagram

.

　

com
/curetim

e2020/

「
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
」
の

ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

解
決
で
き
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相

談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等

帳
簿
の
縦
覧

　

縦
覧
と
は
、
課
税
さ
れ
る
土
地

ま
た
は
家
屋
の
価
格
が
記
載
さ
れ

た
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
見
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ご
自

分
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
な
ど
に
つ
い
て
ご
確
認
で
き
ま

す
。

○
縦
覧
期
間

　

５
月
31
日
（
月
）
ま
で

　

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

　
　

除
き
ま
す
。

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
水
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
午
後
７
時
）

○
場
所

　

役
場
１
階 

税
務
会
計
課

　

窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

○
縦
覧
で
き
る
方

　

土
地
、
家
屋
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

　

て
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

　

お
よ
び
納
税
者
の
委
任
状
を

　

持
参
し
た
方
（
縦
覧
す
る

　

方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

　

確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。）

○
縦
覧
で
き
る
事
項

　

土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、

　
　
　
　

地
積
、
価
格

　

家
屋
：
所
在
、
家
屋
番
号
、
種

　
　
　

  

類
、
構
造
、
床
面
積
、

　
　
　
　

建
築
年
、
価
格

▼
問

　

税
務
会
計
課　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

暮
ら
し

　

※
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る

　
　

申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
助

　
　

成
額
が
変
更
と
な
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
。

◯
申
請
方
法

　

令
和
３
年
度
の
申
請
を
さ
れ
る

　

方
は
、
10
月
29
日
（
金
）
ま
で

　

に
次
の
必
要
書
類
を
用
意
し
、

　

役
場
２
階
企
画
政
策
課
ま
で
ご

　

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式

　

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

取
得
で
き
ま
す
。

　

・
助
成
金
交
付
申
請
書

　
　
（
様
式
第
１
号
）

　

・
住
民
票
の
写
し
（
※
同
意
書

　
　

を
提
出
し
た
方
は
除
き
ま
す
。）

　

・
奨
学
金
の
１
年
間
の
返
還
金

　
　

相
当
額
が
わ
か
る
書
類

　

・
誓
約
書
兼
同
意
書

　
　
（
様
式
第
２
号
）

▼
問

　

企
画
政
策
課

　

☎
62
‐
１
１
２
２

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
の
た
め
、
三
春
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
に
よ

る
猟
銃
や
わ
な
を
用
い
た
捕
獲
活

動
を
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
山
中
に
入
る
際
は
、
目
立
つ

服
装
を
心
が
け
る
な
ど
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
通
し
の
悪
い
藪
や
茂
み

は
、有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
と
な
り
、

農
作
物
被
害
拡
大
の
要
因
と
な
り

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
草
刈
り
な
ど

に
よ
っ
て
隠
れ
場
所
の
解
消
を
行
い
、

令和 3年度三春町鳥獣被害対策
実施隊委属状交付式のようす
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広報みはる
令和３年５月号

広報みはる
令和３年５月号

○
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

○
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
12
時
、

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
問

　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用

　

☎
０
２
４
‐
５
３
３
‐
０
０
６
４

「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆
様

に
向
け
、
金
融
や
国
の
財
政
な
ど

を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

総
務
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３
０
１

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
の
主
催
に
よ
り
、
県

内
で
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
に
表
彰
状
・
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
対
象
者

　

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）
１

　

月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま

　

で
に
結
婚
し
た
夫
婦
を
対
象
と

　

し
ま
す
。
な
お
、
前
回
ま
で
に

　

未
申
請
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

暮
ら
し

◯
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
三
春
町
福
祉
会

　

館
、
役
場
１
階
窓
口
（
保
健
福

　

祉
課
）、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　

の
代
表
者
の
い
ず
れ
か
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
込
受
付
期
限

　

令
和
３
年
７
月
４
日
（
日
）

◯
表
彰
日
時

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
申
込
み
さ

　

れ
た
方
へ
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
三
春
町
役
場
１
階
）

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
５
６
７
８

「
田
村
地
方
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
所
し
ま
し
た

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
支
援

者
の
相
談
窓
口
と
し
て
田
村
市
、

三
春
町
、
小
野
町
１
市
２
町
共
同

で
開
設
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
「
三
春
町

基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
業
務
は

移
管
と
な
り
ま
す
。

◯
業
務
内
容

　

①
総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支

　

援　

②
地
域
の
相
談
支
援
体
制

　

の
強
化　

③
地
域
移
行
・
地
域

　

定
着
の
促
進
の
取
組　

④
権
利

　

擁
護
・
虐
待
の
防
止　

⑤
田
村

　

市
・
三
春
町
・
小
野
町
の
自
立

　

支
援
協
議
会
の
運
営
に
対
す
る

　

支
援

　

相
談
に
は
精
神
保
健
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
相
談
支
援
専

門
員
の
有
資
格
者
が
対
応
し
ま
す
。

▼
問

　

田
村
市
船
引
町
船
引
字
上
中
田

　

33
‐
１

　

社
会
福
祉
法
人

　

福
島
県
福
祉
事
業
協
会
内

　

☎
61
‐
５
０
５
６

　

℻
61
‐
５
０
７
２

　

※
障
が
い
に
関
す
る
身
近
な
相

　
　

談
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
こ
ま
ち

　
　
（
字
小
滝 

☎
62
‐
０
２
０
１
）

　
　

ま
た
は
三
春
町
社
会
福
祉
協

　
　

議
会
（
☎
62
‐
８
５
８
６
）

　
　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
生
活
も
ウ
イ
ル
ス
予
防
も
蛇
口

か
ら
」

　
６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　
で
す

　

水
道
週
間
が
６
月
１
日
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
は
、
日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

町
の
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
日
夜
努
め
て
い
ま
す
。

◯
水
道
料
金
は
大
事
な
財
源

　

こ
の
水
道
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭

の
蛇
口
ま
で
お
届
け
す
る
費
用
は
、

町
の
税
金
で
は
な
く
水
道
料
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
を
支
障
な
く
運
営
し
て

い
く
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
水
道
料

金
が
主
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◯
期
間
中
、
高
齢
者
世
帯
の
水
道
蛇

　
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
交
換

　
し
ま
す

　

・
水
漏
れ
の
心
配
な
方
は
、「
上

　
　

下
水
道
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」

　
　

に
記
載
の
「
使
用
者
番
号
」
を

　
　

確
認
の
う
え
、
訪
問
希
望
日
を

　
　

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

・
対
象　

高
齢
者
の
世
帯
（
65
歳

　
　

以
上
）
で
、
水
が
止
ま
り
に
く

　
　

く
な
っ
た
単
水
栓
の
み
（
ハ
ン

　
　

ド
ル
式
）
の
水
道
の
蛇
口
（
１

　
　

世
帯
２
ヶ
所
以
内
、
レ
バ
ー
式

　
　

の
も
の
を
除
く
）

　

・
期
間

　
　

６
月
１
日
（
火
）
〜
８
日
（
火
）

　
　

た
だ
し
、
土
・
日
を
除
く

◯
水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
量

料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か

わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料

金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ

く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◯
便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご

指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機
関
届

出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
取
扱
金
融
機
関

　
・
東
邦
銀
行
、福
島
さ
く
ら
農
協
、

　
　

大
東
銀
行　

福
島
銀
行
、
郡
山

　
　

信
用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各

　
　

本
支
店
、
郵
便
局

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

第
25
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ

大
会
中
止

　

例
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
三
春

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
年

の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　

本
大
会
へ
の
参
加
を
予
定
し
て

い
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問

　

東
邦
銀
行　

三
春
支
店

　

☎
62
‐
２
１
４
１

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令

和
３
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和

３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
社

会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
総
務
省
統

計
局
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問

　

総
務
課　

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
５

税　

金
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広報みはる
令和３年５月号

　
（
２
）
過
去
に
予
防
接
種
等
に
よ

　
　
　

り
異
常
を
お
こ
し
た
も
の
。

　
（
３
）
犬
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
時
。

○
そ
の
他

・
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
場
合

　

は
、
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る

　

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
な
お
、
今
回
の
集
合
注
射
で
予
防

注
射
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動

物
病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
お
よ
び
注
射
済
票
の

交
付
は
、
役
場
住
民
課
窓
口
の
ほ
か

「
さ
く
ら
動
物
病
院
」
で
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『りんごかもしれない』
ヨシタケシンスケ／作
ブロンズ新社

『おじいちゃん・おばあちゃんの
孫育て読本』

村越晃／著　一藝社
　テーブルの上のりんご。りん
ごに見えるけど、でも本当は、
似ている色や形の別のものか
もしれない。どこから来たんだ
ろう。なぜここにあるんだろう。
りんごって何をするものだっ
け？考えていたらとても疲れて
おなかがすいちゃった。食べ
てみようかな。

　「孫は来てよし帰ってよし」
といいますが、孫の長い人生
の中で少しだけ一緒に過ごす
おじいちゃん・おばあちゃん
は、孫に何がしてあげられる
のか。孫やその親にとってウ
ザくない、また、孫に振り回
されない距離の取り方、かか
わり方をご指南いたします。

居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り　
お
か
わ
り
２（
秋
川
滝
美
）
／
あ
な
た
も
名
探
偵（
市
川
憂
人・

東
川
篤
哉・
他
）
／
草
原
の
サ
ー
カ
ス（
彩
瀬
ま
る
）
／
田
中
家
の
三
十
二
万
石（
岩
井

三
四
二
）
／
和
菓
子
迷
宮
を
ぐ
る
ぐ
る
と（
太
田
忠
司
）
／
代
理
母
は
じ
め
ま
し
た（
垣

谷
美
雨
）
／
走
れ
、
若
き
五
右
衛
門（
小
嵐
九
八
郎
）
／
俺
と
師
匠
と
ブ
ル
ー
ボ
ー
イ

と
ス
ト
リ
ッ
パ
ー（
桜
木
紫
乃
）
／
日
蓮（
佐
藤
賢
一
）
／
１
６
８
時
間
の
奇
跡（
新
堂
冬

樹
）／
麦
本
三
歩
の
好
き
な
も
の　
第
二
集（
住
野
よ
る
）／
或
る
ギ
リ
シ
ア
棺
の
謎（
柄

刀
一
）
／
い
わ
い
ご
と（
畠
中
恵
）
／
湯
ど
う
ふ
牡
丹
雪　
長
兵
衛
天
眼
帳（
山
本
一
力
）

／
血
も
涙
も
あ
る（
山
田
詠
美
）
／
み
っ
ち
ん
の
声（
石
牟
礼
道
子・
池
澤
夏
樹
）
／
往

復
書
簡　
老
親
友
の
ナ
イ
シ
ョ
文（
瀬
戸
内
寂
聴・
横
尾
忠
則
）
／
文
豪
た
ち
の
ス
ペ
イ

ン
風
邪（
志
賀
直
哉・
菊
池
寛・
内
田
百
閒・
他　
解
説・
紅
野
謙
介
）
／
消
失
の
惑
星

（
ジ
ュ
リ
ア・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス　
井
上
里
訳
）
／
大
群（
ジ
ャン・
ジ
オ
ノ　
山
本
省
訳
）

じいちゃん・おばあちゃん 読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには５月６日（木）に並びます。 ▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
） 

の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）

を
、
５
月
の
４
週
目
・
５
週
目
に
実

施
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
自
由

に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め
、

予
防
注
射
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
録
済
み
の
方

・
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま

　

す
の
で
、
当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

・
料
金　

３
、２
５
０
円

　
〔
内
訳　

注
射
料
２
、７
０
０
円
、

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
〕

○
登
録
を
し
て
い
な
い
方

・
集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き
ま

　

す
が
、
混
み
具
合
に
よ
り
少
し
お

　

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
料
金　

６
、２
５
０
円

　
〔
内
訳　

登
録
手
数
料
３
、０
０
０

　

円
、
注
射
料
２
、７
０
０
円
、
注

　

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
〕

○
注
意
事
項

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　

防
止
の
た
め
、
来
場
す
る
際
に
は

　

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ふ
ん
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う
、

　

シ
ャ
ベ
ル
、
袋
等
を
用
意
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
下
記
に
該
当
す
る
場
合
、
注
射
が

　

打
て
ま
せ
ん
。

　
（
１
）
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い

　
　
　

 

る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
。

期　日 時　間 場　　　所
8：40～ 9：10
9：25～10：15
10：30～10：50
11：00～11：20
8：40～ 9：10
9：20～10：00
10：10～10：40
10：50～11：10
8：40～ 9：20
9：40～10：10
10：20～10：50
11：05～11：35
8：40～ 9：30
9：45～10：30
10：40～11：40

南成田集会所
沢石会館
要田交流館大平荘
駅前集会所
山田集会所
岩江地区防災コミュニティセンター前
下舞木集会所
下舞木南部集会所
ＪＡ福島さくら御木沢センター
中郷地区交流館
蛇石集会所
中妻地区公民館
貝山集会所
八島台集会所
三春町役場（さわやかトイレ前）

５月22日（土）

５月23日（日）

５月29日（土）

５月30日（日）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

や
り
が
い
、
生
き
が
い
、

仲
間
づ
く
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

５
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　
扱
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓
地

　

清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
、

　

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
）
の
制
作
販
売　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

三
春
町
字
南
町
21
‐
１

　

☎
62
‐
７
３
０
８
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　明治時代の初め、わき上がった自由民権運動の大きなうねりの中で、東北をまとめ、憲法制定や国会開設をとも
に訴えようとした人物、それが河野広中です。嘉永２（1849）年に生まれた彼は、大正１２（1923）年に亡くなっており、
令和4年は百回忌（没後 99年）ということになります。歴史民俗資料館ではこれに合わせ、令和4年の秋に特別
展を行うことを予定し、準備をしています。そこで今年度このコラムでは、河野の生涯について解説したいと思います。
　それでは河野の生まれた場所（生家）から、と紹介したいところですが、実は河
野の生まれた場所については諸説があり、確実なことは分かっていません。ある時
期の文書には「三春裏町143」また別の文書には「三春町大町27番地」などなど、

河野広中伝　１

河野の師匠・川前紫渓の記念
碑である「百杯宴之碑」。幼い
ころはこの近くで影山らと遊ん
だと思われます。

現在とは住居表示は異なると思われますが、いつの時期にどこにいたのかを調べる
だけでも大変そうです。
　自由民権運動血縁の会の会長だった松本登氏の調査では、河野広中と、同じ自
由民権運動家で幼なじみの影山正博の家は、今の大町壱番館の近くに、並んであっ
たように推定されています。実は河野の家と影山正博の家とは裏庭を通じてつながっ
ていたようで、幼いころから行き来をしていたといいます。福島事件で河野が収監さ
れたときには、影山正博は途方に暮れる河野の家族を助け、衣食に至るまで支援し
ていました。
　そうすると、河野の生まれた場所は、壱番館のあたりか、その裏手側の桜川沿い
ではないかと考えられます。この近くには当時、河野の師匠となる川前紫渓（かわま
えしけい）の住居もありました。
　河野は少年時代、かなりの腕白坊主でした。それがいかにして後年、農商務大臣・
衆議院議長を務めるようになるのか、ご紹介していきます。

　歴史民俗資料館では、春季企画展を開催しています。これまで展示が難しかった城と
城下町の大きな絵図を複製することで、皆さんに見ていただいています。また、幕末の
藩主一家にかかわる貴重な食器や絵画、人形なども展示しています。
◯期　間　5月30日（日）まで
◯時　間　午前 9時から午後 4時 30分まで（入館は4時まで）
◯休館日　5月6日（木）、10日・17日・24日（月）
◯入館料　一般・大学生等：300 円　小中高校生等：150 円
【関連行事】すべて土曜日です。
◯展示解説　5月1日・29日　各日午前 10時と午後 2時から
◯歴史講話「三春城を学ぼう！」
　　　　　　① 5月8日（藩士と武家屋敷）、② 22日（町人と町）　各回午前 10時から、資料館研修室
◯史跡散策「三春城下町を歩こう！」
　　　　　　① 5月8日（城下町東から北部）、② 22日（城下町西から南部）
　　　　　　各回午後 1時から、三春交流館まほら駐車場集合（雨天中止）
※展示解説は、入館券が必要です。
※歴史講話と史跡散策は、各回の定員が 20名で、事前の申し込みが必要です。

▼問・申込　歴史民俗資料館　☎６２－５２６３

企画展「探検！三春城と城下町」開催中

因州蝶唐草文蒔絵椀台

暮
ら
し

三
春
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会　

会
員
募
集
中

　

三
春
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会

で
は
、
令
和
３
年
度
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。会
員
の
特
典
と
し
て
、

１
年
間
資
料
館
や
三
春
郷
土
人
形

館
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。ま
た
、

町
外
で
の
研
修
や
学
習
会
な
ど
に

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

友
の
会
で
は
グ
ル
ー
プ
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
域
の
方

言
を
勉
強
す
る
グ
ル
ー
プ
、
吊
る
し

飾
り
を
作
る
グ
ル
ー
プ
、
縄
文
土
器

を
制
作
す
る
グ
ル
ー
プ
、
三
春
の

歴
史
を
知
る
歴
史
紙
芝
居
を
作
る

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
、

毎
月
決
め
ら
れ
た
日
時
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

三
春
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
、
ま
ず
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
年
会
費

・
一
般
会
員　

１
、５
０
０
円

・
賛
助
会
員　

一
口 

５
、０
０
０
円

▼
問
・
申
込

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
62
‐
５
２
６
３
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「
三
春
に
泊
ま
ろ
う
！
と
く
と
く

ク
ー
ポ
ン
」
の
利
用
期
限
に
つ
い
て

　

三
春
町
宿
泊
施
設
割
引
券
「
三

春
に
泊
ま
ろ
う
！
と
く
と
く
ク
ー

ポ
ン
」
の
利
用
期
限
は
、
令
和
３

年
５
月
31
日
（
月
）
宿
泊
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。
お
早
目
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
割
引
券
は
使
用
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問

　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　

観
光
部

　

☎
62
‐
３
６
９
０

　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

ふ
く
し
ま
受
動
喫
煙
防
止

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め

に
、
県
や
県
民
の
皆
さ
ん
が
気
を

付
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
取
組
む
べ
き
こ
と
（
責

務
）
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
県
民
の
皆
さ
ん

へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
２
月

定
例
会
に
お
い
て
「
ふ
く
し
ま
受

動
喫
煙
防
止
条
例
」
が
議
員
提
案

さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

▼
問

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
健
康
診
査

　

福
島
県
で
は
職
場
の
健
康
診
断

や
、
学
校
の
健
康
診
断
等
を
受
け
る

機
会
が
な
い
方
を
対
象
に
、
健
康
診

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
６
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
対
象

　

次
の
①
、
②
、
③
の
す
べ
て
に
該

　

当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　

福
島
県
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　

②
既
存
の
制
度
の
健
康
診
断
ま
た

　
　

は
健
康
診
査
の
機
会
が
な
い
方

　

※
検
査
項
目
の
有
無
に
関
わ
ら

　
　

ず
、お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方（
被

　
　

保
険
者
）
や
学
生
は
対
象
者
で

　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
昭
和
57
年
４
月
１
日
か
ら
平

　
　

成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
　

ま
れ
た
方

◯
施
設
健
診
の
受
け
方

　

①
三
春
町
保
健
福
祉
課
に
申
し

　
　

込
む
（
６
月
１
日 

締
切
厳
守
）

　

②
８
月
以
降
に
県
の
委
託
機
関

　
　

よ
り
案
内
通
知
が
郵
送
さ
れ
る

　

③
希
望
日
と
医
療
機
関
を
選
び
、

　
　

返
送
す
る

　

④
10
月
以
降
、
受
診
の
案
内
が
郵

　
　

送
さ
れ
医
療
機
関
で
受
け
る

◯
集
団
検
診
の
受
け
方

　

①
三
春
町
保
健
福
祉
課
に
申
し

　
　

込
む

　

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
受
診

　
　

希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
程
等
は
広
報
み
は
る
４
月
号

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
は

郵
送
で
も
で
き
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
に

関
す
る
お
届
け
は
、
窓
口
で
の
手
続

き
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
就
労
等
に
よ
り
新
た
に

社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
で
、
役
場

開
庁
時
間
内
に
国
民
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
手
続
き
に
来
庁
す
る
こ

と
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
は
、
郵
送

で
も
喪
失
手
続
き
を
受
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
取
得
（
国
保
加
入
）

の
手
続
き
は
窓
口
の
み
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

○
届
出
方
法

　

以
下
の
書
類
を
住
民
課
国
保
グ

ル
ー
プ
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
異
動
届
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
電
話
に
て

　

原
本
の
郵
送
を
依
頼
し
て
く
だ

　

さ
い
）

・
加
入
し
た
保
険
証
（
全
員
分
）
の

　

写
し
、ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書
の

　

写
し

・
国
民
健
康
保
険
証
（
原
本
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
証
明
書
の
写
し

　

郵
便
事
故
に
は
責
任
を
負
い
か
ね

ま
す
の
で
、
簡
易
書
留
等
で
送
付
い

た
だ
く
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

　

記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
に
不
足

が
あ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

他
に
変
更
申
請
が
必
要
な
受
給

者
証
（
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
資

格
者
証
、
重
度
心
身
障
が
い
医
療

費
受
給
者
証
等
）を
お
持
ち
の
方
は
、

窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

三
春
町
で
は
認
知
症
高
齢
者
等

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
で
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に

対
し
て
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
62
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
１
、３
６
４

名
の
方
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◯
対
象
者　
※
年
齢
不
問

　
（
１
）
町
内
在
住
、町
内
に
通
勤
・

　
　
　

通
学
さ
れ
て
い
て
い
る
方

　
（
２
）町
内
の
自
治
会
、企
業
、

　
　
　

各
種
団
体
等

◯
講
座
内
容

　
（
１
）
認
知
症
の
理
解
、
接
し
方

　
　
　

に
つ
い
て

　
（
２
）
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　
　
　

に
つ
い
て

　
（
３
）
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

○
時
間　
90
分
程
度

○
そ
の
他

　
（
１
）
講
師
の
派
遣
料
、
教
材
等
は

　
　
　
　
無
料
と
な
り
、
講
師
の
派
遣

　
　
　
　
は
町
事
務
局
で
調
整
し
ま
す
。

　
（
２
）
受
講
さ
れ
た
方
全
員
に
、

　
　
　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー

　
　
　

ド
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

健　
康

広　
告　
欄

広告欄
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▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

令
和
３
年
度
依
存
症
関
連
相
談
事

業
の
開
催
に
つ
い
て

①
依
存
症
専
門
相
談
（
予
約
制
）

　

依
存
に
関
す
る
相
談

　

日
時
：
原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
・

　
　
　
　

第
３
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

相
談
員
：
依
存
症
専
門
相
談
員

　
（
精
神
科
医
師
、回
復
施
設
ス
タ
ッ

　

フ
）、
依
存
症
相
談
員
等

②
薬
物
家
族
教
室
（
予
約
制
）

　

薬
物
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
族

　

の
た
め
の
教
室

　

日
時
：
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

内
容
：

　
　

①
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
等
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

②
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

③
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
教
室

　
（
予
約
制
）

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
を
抱
え
て
い

　

る
家
族
の
た
め
の
教
室

　

日
時
：
奇
数
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

内
容
：

　
　

①
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
等
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

②
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

④
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
本
人
の

　
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
約
制
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
・
参
加
費
用
は
無
料
で
す
。

参
加
に
は
事
前
相
談
（
申
込
み
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ

健　

康

暮
ら
し

　令和３年６月１日から指定医療機関での
施設けんしんを実施します。希望の医療機
関で予約をとり、ご都合のよい日に受診し
てください。実施期間は 12月28日（火）
までです。
　なお新型コロナウイルス感染症等の状況
により、実施期間が変更になる場合があり
ますのであらかじめご了承ください。

　★指定医療機関等詳細については、４
　　月に郵送した「三春町成人けんしんガ
　　イド」（緑色の封筒）をご覧ください。
　※注意　集団での検診を受診された方は受診できません。

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

６月から施設けんしんが始まります
けんしんの種類

特定健診 40歳以上75歳未満で国民
健康保険に加入している方

総合健（検）診受診録
特定健診受診券
保険証・自己負担金

胃がん検診 胃がん検診検診録
保険証・自己負担金

50歳以上偶数年齢の方
昨年度未受診の方

乳がん検診 受診券・保険証
自己負担金

40歳以上で偶数年齢の方
昨年度未受診の方

子宮がん検診 受診券・保険証
自己負担金

40歳以上で偶数年齢の方
昨年度未受診の方

胃がんリスク検診 胃がんリスク検診受診券・
保険証・自己負担金20歳～79歳の方

総合健（検）診受診録または検診録
保険証・自己負担金40歳以上の方肺がん検診

大腸がん検診

受診に必要な物対　象　者

ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
６
０
‐
８
０
１
２

　

福
島
市
御
山
町
８
‐
30

　
（
県
保
健
衛
生
合
同
庁
舎
５
Ｆ
）

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
３
５
５
６

に
こ
に
こ
元
気
塾

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
運
動
、
栄

養
、
口
腔
を
中
心
と
し
た
介
護
予

防
教
室
で
す
。
何
で
も
で
き
る
今

が
始
め
る
と
き
！

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
で
、地
域
の
仲
間

と
一
緒
に
健
康
貯
筋
し
ま
し
ょ
う
!!

【 
開
催
日
一
覧 

】

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な

　

が
ら
元
気
に
開
催
し
て
お
り

　

ま
す
。
ま
た
、
各
会
場
２
班
体

　

制
で
の
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま

　

す
。

　
　
　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気

　
　
　
　

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
62
‐
３
９
５
０

月

火

水
木
金

岩　江
要　田
中　妻
三　春
沢　石
御木沢
中　郷

岩江防災コミュニティーセンター
要田交流館大平荘
中妻地区公民館
三春町保健センター
八島台集会所
沢石会館
御木沢地区公民館
中郷地区交流館

曜日 地区 会　場 5月の開催日
10、17、24、31

6、13、20、27

11、18、25

12、19、26

7、14、21、28

広　
告　
欄
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　今月号は離乳食の初期（５、６ヶ月）についてお話します！
いつから始めればいいの？

・生後だいたい５ヵ月頃から始めます。
・その頃になりますと、大人が食べている様子に興味を持ち、モグモグ食べたそうにしたりよだれがた
　くさん出て指しゃぶりを盛んにするようになります。これがスタートのサインです。

離乳食の進め方

・離乳の開始はおかゆ（米）から始めます。
・まずは１日１回１さじから始め、お子さんの機嫌やうんちの状態をみながら量を増やしていきます。
・この時期は食べなれていくことが中心なので、離乳食後は好きなだけ母乳やミルクを飲ませましょう。
・はちみつは、乳児ボツリヌス症予防のため満１歳までは使用できません。
　≪身長・体重を測定し、母子手帳にあります『成長曲線』で発育を確認しましょう。≫

▼問　子育て支援課　保育グループ　☎ 62-0055

健康・栄養コラム

品　数 1種類 2種類

1回 2　回

2～3種類 3種類
離乳食スタート／１週目 焦らずゆっくり／２週目 少し慣れてきたかな？／３～４週目 種類を増やしてみようかな？／５週目～

組み合わせ おかゆ（米）
小さじ１～３ 小さじ５～６ 小さじ10～15

おかゆ（米）＋お野菜 おかゆ（米）＋お野菜＋たんぱく質（豆腐、白身魚）
１回に食べる量の目安
食べる回数（1日）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
寄
付
金

・
明
徳
大
学
42
期
生
Ｏ
Ｂ
会

▽
物
品

・
増
子　

忠
一　
（
山
田
）

・
伊
藤　

ト
リ　
（
平
沢
）

【
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ
】

▽
物
品

・
姿
見

　

橋
本
喜
美
子
（
平
沢
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

松
本　

い
み
子
（
下
舞
木
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

・
影
山　

武

　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

・
下
越　

恵

　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

・
千
葉　

勝
雄

　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

・
三
春
舞
鶴
会
会
員

　
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
３
年
３
月
９
日
〜　
　

令
和
３
年
４
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
一
般
寄
附
】

▽
物
品

・
橋
本
喜
美
子
（
平
沢
）

・
株
式
会
社　

緑
生
建
設

　

渡
邉　

廣
行

　
（
郡
山
市
並
木
）

▽
寄
附

・
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
会　

会
長　

降
矢
由
美
子

　
（
田
村
郡
三
春
町
）

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集しています。事業 PR の
媒体としてご活用ください。掲載要件などがありますので、お問い
合わせください。町ホームページにも詳細を掲載しています。

広　
告　
欄

広告欄
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手
話
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
手
話
で

障
害
の
あ
る
方
の
支
援
を
し
た
い

方
、手
話
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚

や
発
話
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
参

加
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
編
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
基
礎
編
と
な
り
ま
す
の

で
入
門
編
を
修
了
し
た
方
や
他
市

町
村
で
手
話
を
勉
強
し
て
い
た
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

令
和
３
年
５
月
19
日
〜

　

令
和
３
年
11
月
17
日

　

毎
週
水
曜
日
（
全
回
）

○
開
催
時
間

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

○
場
所　
三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　
無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担

　
（
税
込
３
、３
０
０
円
）

○
募
集
定
員　
15
人

○
申
込
期
限

　

令
和
３
年
５
月
14
日
（
金
）

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

　

℻
62
‐
０
２
０
２

み
ん
な
の
掲
示
板

令
和
３
年
度
地
区
交
流
館
紹
介

　

地
区
交
流
館
は
、
各
地
区
の
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
す
。
交
流
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
各
交
流
館
を
ご
利
用
す
る

と
き
は
、
開
館
日
に
利
用
日
時
を
確

認
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

沢石会館
要田交流館大平荘
御木沢地区公民館
岩江センター
中妻地区公民館
中郷地区交流館

62-8472
62-6472
62-8471
024-942-0092
62-1181
62-6125

火・水・木
火・水・土
火・木・土
火・水・金
火・木・土
火・水・木

午前9時30分～
午後4時30分

地区交流館名 開館日 開館時間 電話番号

５月は、新しい環境の中で感謝したり謝ったり
して、関係を作っていく季節ですね。
季節や三春町にちなんだ手話をご紹介するコー
ナーの第６回目は、「ありがとう」「申し訳あり
ません」です。
　手話と一緒に、口も大きく動かしてください。

　左手を手のひらを下にして胸の前におき、
左手の甲に右手をたてて当てる。頭を下げ
「ありがとう(ございました)」と言いなが
ら右手をそのまま上に上げる。

ありが
とう

右手の親指と人差し指をくっつけて、つ
まむようにして眉間にあて、「すみませ
ん(でした)」と言いながら頭を下げる。
右手を拝むように立てて、前に出す。

申し訳
ありません
（すみません、
ごめんなさい）

「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホー
ムページから動画でご覧になれます。
または、「三春町」「手話」で検索。
スマートフォンでは、右のＱＲコード
を読み取ってご覧ください。

広　
告　
欄

三春町ホームページ広告主募集中！
　詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページを
ご覧ください。

　▼ 広告掲載料　１か月につき１万円
　　 ※ 連続 12回　10万円
　▼ 問・申込
 　　総務課 文書情報グループ
 　　☎６２‐８１２５　ＦＡＸ６１‐１１１０
　　メール bunsho.j@town.miharu.fukushima.jp

健　

康

み
ん
な
の
掲
示
板

広告欄
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5月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。
◆ 施設の休館日は28ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1211 13 14 15

16 17

3 54 6 7 8

9 10

1918 20 21 22

2923 24

30 31

26 27 2825

2

1

絵本とわらべ唄
心配ごと相談
消費生活無料法律
相談

人権相談・行政相談
3～4か月児健診
心配ごと相談

心配ごと相談 43

43

お誕生会
（11時30分～・子育
て支援センター）30

30

303歳6か月児健診

309-10か月児健診
こころの健康相談会

301歳6か月児健診

星を見る会 28

新庁舎開庁 12

星を見る会 28

理科クラブ 30

ままカフェみはる
（10時～11時30分
～・子育て支援セン
ターセンター）31

のびのびの日
（10 時～ 12 時・子
育て支援センター）

43

43

43

43

おやこ運動あそび
教室（10時15分～
12時・子育て支援セ
ンター）30

30

たのしいせいさく
（11時 30分～ 11
時 45分・子育て支
援センター）30

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）30

野菜の苗植え（9 時
30 分～・岩江セン
ター 30

30

広告欄
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人口・世帯数　 

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（5月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課　生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役場
　窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行し
　ています。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：2～ 5・9・16・23・30 日

【消費生活無料法律相談】

納期限

4 月１日時点で
交通死亡事故ゼロ２，６２１日です。

○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

5月 医療機関名 薬局名

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

30日（日）石塚医院　☎72-2161 ヤナイ調剤薬局

16日（日）なごみファミリークリニック　☎62-2473 　

4日（火）たむら市民病院  ☎82-1117 共創未来船引薬局
5日（水）公立小野町地方綜合病院　☎72-3181 ふくだや薬局
9日（日）かとうの内科クリニック　☎81-1388 わたなべ薬局

2日（日）大久保クリニック　☎82-2555 ふくだや薬局
3日（月）三春病院　☎62-3131 さくら調剤

6月 医療機関名 薬局名
6日（日）清水医院　☎82-3535 アイランド薬局船引店
13日（日）のざわ内科クリニック　☎61-1500 ルビー調剤薬局

23日（日）さとう耳鼻咽喉科クリニック　☎81-1333 げんじろう調剤薬局

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医、または以下の窓口にお電話ください。

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

６日（木）
７日（金）
10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
17日（月）
18日（火）

19日（水）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
26日（水）
27日（木）
28日（金）

秋元医院
三春病院
船引クリニック
橋本医院
青山医院
島貫整形外科
のざわ内科クリニック
石塚医院
雷クリニック

遠藤医院
かとうの内科クリニック
白岩医院
まつえ整形外科
東部台こどもクリニック
石川医院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
のざわ内科クリニック

5月 5月当番医療機関 当番医療機関
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　４月６日、町内の各小中学校で入学式が行われました。午前中に小学校で136 名、午後に中学校で148 名の新入
生の新しい学校生活がスタートしました。

※町内小学校のほか、田村市立要田小学校新入生2名のうち1名が三春町の児童です。
　285 名の新入生のみなさん（三春町）、おめでとうございます。
※入学式をはじめ、各小中学校の教育活動の様子はそれぞれのWeb ページでご覧
いただけます。また、「三春町Webページ」、「三春町教育ポータルサイト」からアク
セスすることができます。ぜひご覧ください。

　今月の表紙は完成したば
かりの新庁舎を撮影したも
のです。交流・休憩スペー
スもありますので、みなさ
んぜひお越しください。
ちなみに、今月号の表紙か
らドローンで撮影した写真
を採用しています。様々な
角度からの写真で、魅力あ
る広報紙にしていきます！

令和３年度スタートしました!!

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

今月の表紙

三春小学校・新入生51名

中妻小学校・新入生7名

沢石小学校・新入生 9名

岩江小学校・新入生53 名

三春中学校・新入生100 名

御木沢小学校・新入生13 名

中郷小学校・新入生3名

岩江中学校・新入生48 名

ドローンで撮影した新庁舎 目高から撮影した新庁舎

町Web
ページ

町教育
ポータルサイト


